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「広報あつま」はホームページでもご覧いただけます

２０１9年
平成 31年 ４月 号

も　く　じ
ＣＯＮＴＥＮＴＳ

２ ひとのうごき
３－７ 町長施政方針、教育長教育行政執行方針
８－９ 平成31年度予算
10 平成31年第1回町議会定例会
11 被災者支援情報

12－19 お知らせ
20－21 3月のあつま
22 地域おこし協力隊
23 厚高インフォメーション／まちのアイドル
24 消防職員採用資格試験
厚真産ハスカップフェア参加者募集

25 町職員の人事異動
26 臨時職員募集
27 健康情報
28 保健の掲示板
29 子育て支援センター

30－31 情報ひろば

３月１日～３月31日届出分
※窓口などで、広報紙への掲載について確認できた方を掲載しています。

ひとのうごき
平成31年３月31日現在　（　）内は前月比

人　口　4,559人（－22）
男 2,276人　女 2,283人

世帯数　2,142世帯（－5）

平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
災
害

か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て

▼
公
共
土
木
施
設
等
の
復
旧

町
が
管
理
す
る
道
路
、
河
川
、
橋

き
ょ
う
り
ょ
う

梁
な

ど
の
公
共
土
木
施
設
で
補
助
災
害
復
旧
事

業
査
定
額
は
、
町
道
１
０
６
カ
所
、
河
川

42
カ
所
、
橋
梁
２
カ
所
、
公
園
５
カ
所
で

99
億
５
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

町
道
に
つ
い
て
は
、
新
町
富
里
線
や
幌

里
本
線
な
ど
の
幹
線
道
路
や
通
学
路
・
生

活
道
路
を
優
先
に
復
旧
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、橋
梁
は
、通
行
止
め
と
な
っ

て
い
る
豊
丘
新
橋
、
河
川
で
は
、
チ
ケ
ッ

ペ
川
や
ハ
ビ
ウ
川
な
ど
河
道
閉
塞
や
狭
窄

カ
所
を
優
先
し
、
復
旧
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
町
道
、
河
川
お
よ
び
橋
梁
の
復
旧

は
い
ず
れ
も
２
０
２
１
年
３
月
の
完
了
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
北
海
道
が
管

理
す
る
道
道
や
河
川
の
復
旧
に
つ
い
て
も
、

同
時
期
の
完
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

砂
防
事
業
に
つ
い
て
は
、
日
高
幌
内
川
、

東
和
川
、
チ
ケ
ッ
ペ
川
、
チ
カ
エ
ッ
プ
川

の
４
河
川
に
お
い
て
、
国
直
轄
の
緊
急
砂

防
事
業
が
昨
年
度
に
引
き
続
き
継
続
し
て

実
施
さ
れ
ま
す
。
吉
野
・
富
里
地
区
の
砂

防
・
急
傾
斜
地
崩
落
対
策
工
事
は
、
北
海

道
が
実
施
主
体
と
な
り
本
年
度
中
に
完
了

す
る
予
定
で
す
。
日
高
幌
内
川
上
流
の
天

然
ダ
ム
湖
に
つ
い
て
は
、
埋
め
立
て
に
よ

る
湖
の
解
消
と
山
腹
の
滑
動
崩
落
防
止
を

目
的
と
し
た
北
海
道
施
行
の
河
川
災
害
復

旧
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
下
流

域
の
安
全
が
よ
り
高
ま
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

富
里
浄
水
場
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
０

年
下
期
の
供
用
開
始
を
め
ざ
し
て
ま
い
り

ま
す
。
下
水
道
施
設
に
つ
い
て
は
、
厚
真

浄
化
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
４
カ
所
で
５
億

円
と
計
画
し
て
お
り
、
本
年
度
中
の
本
復

旧
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
農
林
水
産
業
関
連
施
設
の
復
旧

完
成
間
近
に
し
て
被
災
し
た
厚
幌
導
水

路
の
復
旧
工
事
は
、
国
に
お
い
て
重
点
的

に
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
計
画
区
域
内

の
暫
定
水
源
の
確
保
も
本
年
の
営
農
に
支

障
が
な
い
よ
う
に
確
保
さ
れ
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
完
成
は
当
初
計
画
か
ら

大
幅
に
延
長
さ
れ
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け

早
期
に
復
旧
さ
れ
る
よ
う
災
害
復
旧
事
業

の
円
滑
な
実
施
を
強
く
国
に
求
め
て
ま
い

り
ま
す
。

土
砂
の
流
入
な
ど
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
農
地
１
５
４・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
農
業

施
設
69
カ
所
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
北
海

道
と
厚
真
町
お
よ
び
厚
真
町
土
地
改
良
区

の
施
行
に
よ
り
２
０
２
０
年
３
月
の
完
了

を
め
ざ
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
一

部
の
被
災
箇
所
に
お
い
て
は
、
関
連
事
業

な
ど
と
の
調
整
に
よ
り
施
工
時
期
が
遅
れ

る
こ
と
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

本
年
の
営
農
再
開
と
経
営
再
建
に
向
け

て
、
引
き
続
き
農
業
者
が
行
う
機
械
や
施

設
整
備
に
対
し
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ハ
ス
カ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
お

よ
び
関
係
機
関
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
厚
真

町
果
樹
産
地
協
議
会
が
主
体
と
な
り
、
国

の
果
樹
産
地
再
生
支
援
事
業
を
活
用
し
、

苗
木
の
補
植
な
ど
樹
園
地
の
復
旧
を
促
進

し
、
産
地
の
再
生
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

エ
ゾ
シ
カ
侵
入
防
止
柵
の
復
旧
に
つ
い

て
は
、
春
か
ら
の
植
え
付
け
や
移
植
時
期

ま
で
に
侵
入
防
止
柵
が
設
置
で
き
る
よ
う
、

鳥
獣
害
被
害
防
止
対
策
事
業
に
よ
り
資
材

の
導
入
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
に
よ
る
設
置
作
業
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
労
務
支
援

を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
森
林
・
林
業
の
復
旧

森
林
・
林
業
に
つ
い
て
は
、
林
道
施
設

災
害
復
旧
事
業
に
よ
り
林
道
３
路
線
で
査

定
額
12
億
円
と
見
積
も
ら
れ
て
お
り
、
林

道
等
復
旧
整
備
事
業
な
ど
も
活
用
し
な
が

ら
２
０
２
２
年
３
月
ま
で
に
完
了
す
る
見

込
み
で
す
。

治
山
事
業
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
が
実

施
主
体
と
な
り
ま
す
が
、
山
腹
崩
壊
45
カ

所
、
道
有
林
の
林
道
１
路
線
の
復
旧
を
同

時
期
ま
で
に
完
了
さ
せ
る
計
画
で
あ
る
と

災
害
に
強
く
し
な
や
か
な

ま
ち
づ
く
り

施
政
方
針
（
要
約
）

厚真町長

宮
みや
坂
さか
 尚
しょう
市
いち
朗
ろう

３
月
11
日
に
行
わ
れ
た
第
１
回
町
議
会
定
例
会
で
宮
坂
町
長
は
平
成
31
年
度
の

施
政
方
針
、
遠
藤
教
育
長
は
教
育
行
政
執
行
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

昨
年
９
月
６
日
に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て

や
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
や
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
方
針
な
ど
主
な
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

執行方針

執
行
方
針

平成３１年度

平成31年度

3月6日、地震により営業再
開が難しい事業者の再開拠点
として共同仮設店舗を整備し、
入居者向けの内覧会を行いま
した。
3月11日から共同仮設店舗

で営業を再開した整体院では、
営業再開を待ちわびたお客さ
んでにぎわっています。

今月の表紙
ＣＯＶＥＲ

※総行政第95号により、平成31年4月30日まで、町が作
　成する文書に元号を用いて改元日以降の年を表示する
　場合は「平成」を用いています。
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伺
っ
て
い
ま
す
。

▼
水
産
業
の
災
害
復
旧

地
震
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
浜

厚
真
漁
港
の
揚
場
は
、
国
の
直
轄
事
業
に

よ
り
本
年
中
の
復
旧
が
見
込
ま
れ
て
お
り

ま
す
。

▼
住
ま
い
の
再
建

被
害
を
受
け
た
住
宅
の
再
建
に
つ
い
て

は
、
国
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
、

災
害
救
助
法
に
よ
る
住
宅
の
応
急
修
理
制

度
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
の
ほ
か
に
、

町
独
自
の
支
援
と
し
て
、
住
宅
基
礎
の
傾

斜
修
復
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
住
宅
復
旧
支
援
事
業
補
助
金
や
住
宅
を

新
築
・
購
入
す
る
た
め
の
融
資
に
対
す
る

利
子
助
成
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

を
受
け
ら
れ
な
い
半
壊
以
下
の
住
宅
修
繕

費
補
助
な
ど
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施

し
、
住
宅
の
改
修
・
再
建
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
を
再
建
す
る
こ
と
が
困
難

な
被
災
者
の
住
ま
い
の
確
保
に
向
け
た
取

組
と
し
て
、
災
害
公
営
住
宅
建
設
に
必
要

な
実
施
設
計
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
回
の
地
震
で
は
斜
面
崩
壊
な
ど
に
よ

る
住
宅
の
被
害
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

が
け
地
近
接
危
険
等
住
宅
移
転
事
業
に
よ

り
住
宅
の
移
転
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

移
転
先
と
な
る
宅
地
整
備
や
さ
ま
ざ
ま
な

宅
地
改
良
・
住
宅
再
建
手
法
に
つ
い
て
、

被
災
者
の
意
向
調
査
な
ど
を
も
と
に
早
急

に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

宅
地
堆
積
土
砂
に
つ
い
て
は
、
撤
去
す

る
土
砂
の
量
は
21
万
立
方
メートル
で
、
事
業
費

は
15
億
円
と
見
積
も
っ
て
い
ま
す
。
土
砂

流
入
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
吉

野
・
富
里
地
区
の
撤
去
作
業
は
北
海
道
に

代
行
を
委
託
し
、
そ
の
他
の
地
区
は
町
が

撤
去
作
業
を
行
い
ま
す
。
全
て
の
撤
去
作

業
を
来
年
度
末
ま
で
に
完
了
す
る
予
定
で

す
。地

盤
の
陥
没
や
亀
裂
な
ど
の
被
害
を
受

け
た
公
社
営
分
譲
地
に
つ
い
て
は
、
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
の
範
囲
を
拡
大
し
、
分
譲
地

全
域
で
詳
細
な
地
盤
調
査
を
実
施
し
、
地

質
の
状
態
や
変
状
を
起
こ
し
た
原
因
に
つ

い
て
特
定
す
る
と
と
も
に
、
調
査
結
果
に

基
づ
き
滑
動
崩
落
な
ど
の
被
害
を
防
止
す

る
た
め
に
必
要
な
対
策
工
事
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

▼
厚
真
町
復
旧
・
復
興
計
画
の
策
定

地
震
に
よ
る
被
災
箇
所
の
復
旧
、
そ
し

て
被
災
地
域
や
本
町
の
復
興
に
当
た
っ
て

は
、
町
民
、
行
政
、
関
係
者
が
共
通
の
認

識
の
も
と
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
必
要
な

復
旧
・
復
興
の
基
本
的
な
考
え
方
、
取
り

組
む
べ
き
施
策
や
具
体
的
な
取
組
を
網
羅

し
た
厚
真
町
復
旧
・
復
興
計
画
の
策
定
に

着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
計
画
は
、
緊
急
性
や
優
先
度
に
応
じ

て
数
次
に
わ
た
る
改
定
を
想
定
し
て
お
り
、

本
年
度
は
災
害
復
旧
事
業
計
画
の
共
有
や

住
ま
い
の
再
建
に
関
す
る
施
策
の
構
築
を

最
優
先
し
、
土
地
利
用
計
画
、
震
災
遺
構

の
整
備
計
画
、
地
域
再
生
や
分
野
別
施
策

な
ど
の
具
体
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
次
年
度
に
お
い
て
は
総
合
計
画
を
検

証
し
な
が
ら
復
興
施
策
を
明
ら
か
に
し
て

ま
い
り
ま
す
。

▼
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
教
訓

こ
の
た
び
の
震
災
で
の
対
応
な
ど
に
つ

い
て
、
記
録
を
整
理
し
有
識
者
を
交
え
て

の
検
証
を
行
い
、
今
後
の
大
規
模
自
然
災

害
へ
の
教
訓
と
し
て
生
か
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

史
実
と
し
て
語
り
継
ぎ
、
風
化
さ
せ
な
い

取
組
も
必
要
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
本
町
の

地
域
防
災
計
画
や
業
務
継
続
計
画
な
ど
の

見
直
し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

人
が
輝
く
あ
つ
ま
を
め
ざ
し
て

▼
生
涯
教
育
の
充
実

学
校
教
育
で
は
、
本
年
度
、
大
き
な
被

害
を
受
け
た
厚
真
中
央
小
学
校
の
水
泳

プ
ー
ル
や
厚
真
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
お

よ
び
野
球
場
を
復
旧
す
る
と
と
も
に
、
老

朽
化
が
著
し
い
上
厚
真
小
学
校
の
水
泳

プ
ー
ル
を
移
転
・
新
築
し
、
環
境
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
の
心
の

ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
各
関
係
機
関
と
連
携

し
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
巡

回
相
談
や
専
門
家
に
よ
る
心
の
サ
ポ
ー
ト

授
業
な
ど
を
継
続
的
に
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。　

北
海
道
厚
真
高
等
学
校
は
、
新
た
に
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
給
食
を
提
供
し
て
ま

い
り
ま
す
。

社
会
教
育
で
は
、
厚
真
中
央
小
学
校
隣

接
地
に
建
設
し
て
い
る
厚
真
地
区
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
拠
点
と
な
る
新
た
な

専
用
施
設
の
供
用
を
本
年
度
、
開
始
し
ま

す
。
ま
た
、
専
用
施
設
周
辺
の
自
然
環
境

を
生
か
し
た
手
作
り
の
遊
び
場
「
冒
険
の

杜
」
づ
く
り
を
地
域
住
民
の
参
画
を
得
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

健
や
か
で
安
心
な
あ
つ
ま
を
め
ざ
し
て

▼
高
齢
者
福
祉
・
介
護
、
障
が
い
者
福
祉

の
充
実

被
災
し
た
高
齢
者
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

厚
真
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
配
置
す
る
生

活
支
援
相
談
員
と
の
連
携
の
も
と
、
被
災

し
た
高
齢
者
の
不
安
を
取
り
除
き
、
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
支
援

体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
厚
真
福
祉
会
が
運
営
す

る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
豊
厚
園
」
と

障
害
者
支
援
施
設
「
厚
真
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン

タ
ー
」
に
つ
い
て
も
、
大
規
模
に
被
災
し

た
こ
と
か
ら
、
法
人
が
行
う
当
該
施
設
の

再
建
を
支
援
し
、
全
て
の
町
民
の
皆
さ
ま

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
い
き
い

き
と
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
保
健
・
医
療
の
充
実

特
に
応
急
仮
設
住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い

る
方
を
中
心
に
、
健
康
・
食
生
活
な
ど
に

対
す
る
不
安
、
災
害
に
よ
る
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
な

ど
心
の
ケ
ア
が
非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
個
別
支
援
が
必
要
な
方
に
対
し
て

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め

各
関
係
機
関
と
連
携
し
支
援
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
事
業

地
震
発
生
後
か
ら
実
施
し
て
い
る
一
部

負
担
金
の
減
免
の
期
間
を
本
年
８
月
受
診

分
ま
で
延
長
し
、
被
保
険
者
の
負
担
の
軽

減
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

み
の
り
豊
か
な
あ
つ
ま
を
め
ざ
し
て

▼
農
業
農
村
の
振
興

本
町
農
業
の
持
続
的
発
展
の
た
め
、
引

き
続
き
、
担
い
手
対
策
と
し
て
、
農
業
後

継
者
や
新
規
参
入
者
へ
の
支
援
、
担
い
手

研
修
農
場
に
お
け
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
・
農
業
支
援
員
の
増
員
を
図
る
と
と
も

に
、
農
業
機
械
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
新
技
術
導

入
支
援
な
ど
経
営
革
新
に
資
す
る
取
組
も

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

道
営
ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
継

続
地
区
の
豊
共
第
１
、
豊
共
第
２
、
幌
内

富
里
お
よ
び
１
区
下
流
の
各
地
区
で
整
備

工
事
、
１
区
上
流
地
区
で
は
実
施
計
画
に

着
手
し
、
合
計
５
地
区
の
事
業
実
施
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幌
内
沢
地
区
な

ら
び
に
上
鹿
沼
第
１
地
区
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
地
元
や
関
係
機
関
と
の
調
整

に
取
り
組
み
早
期
の
採
択
に
向
け
て
調
整

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
林
業
の
振
興

北
海
道
が
事
務
局
を
務
め
る
「
胆
振
東

部
森
林
再
生
・
林
業
復
興
連
絡
会
議
」
の

議
論
を
踏
ま
え
、
被
災
し
た
森
林
へ
の
対

応
を
整
理
し
、
北
海
道
と
連
携
し
な
が
ら
、

森
林
再
生
と
林
業
の
振
興
に
必
要
な
対
策

を
積
極
的
に
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
野
生
鳥
獣
対
策

エ
ゾ
シ
カ
侵
入
防
止
柵
が
大
き
な
被
害

を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
懸
念
さ
れ
る
、
農

業
被
害
の
増
加
へ
の
対
策
と
し
て
、
く
く

り
わ
な
の
活
用
や
有
害
鳥
獣
駆
除
な
ど
に

よ
る
捕
獲
頭
数
の
増
加
を
図
り
、
あ
わ
せ

て
柵
内
に
侵
入
し
た
エ
ゾ
シ
カ
の
よ
り
積

極
的
な
駆
除
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
商
工
業
の
振
興

新
規
事
業
立
ち
上
げ
や
経
営
拡
大
な
ど

経
営
改
善
の
た
め
の
調
査
研
究
や
特
産
品

開
発
、
各
種
支
援
事
業
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
商
工
会
と
連
携
し
、
国

や
北
海
道
の
支
援
制
度
の
活
用
を
図
り
、

商
工
業
の
復
興
を
加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
企
業
誘
致
と
雇
用
機
会
の
確
保

震
災
後
、
企
業
か
ら
の
復
興
支
援
の
申

出
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
企
業

と
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
、
企
業
誘
致
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▼
観
光
・
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

震
災
後
、
調
査
・
研
究
機
関
や
旅
行
業

者
な
ど
か
ら
の
注
目
度
が
高
ま
り
、
本
町

へ
の
来
訪
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
今
後
は
、
町
と
観
光
協
会
が
連

携
し
、
被
災
さ
れ
た
町
民
の
皆
さ
ま
に
十

分
配
慮
し
な
が
ら
、
本
町
の
観
光
・
交
流

事
業
の
新
た
な
展
開
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
震
災
後
、
本
町
に
対
し
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
ご
支
援
を
く
だ
さ
っ
た

方
々
が
、
今
後
も
関
係
人
口
と
し
て
、
復

興
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
丁
寧

な
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

快
適
に
暮
ら
せ
る
あ
つ
ま
を
め
ざ
し
て

▼
道
路
・
河
川
の
整
備

河
川
に
つ
い
て
は
、
融
雪
期
、
出
水
期

に
お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、

早
急
な
復
旧
工
事
の
実
施
と
適
正
な
維
持

管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
厚
幌
ダ
ム
建
設
事
業

厚
幌
ダ
ム
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
本

体
工
事
が
完
了
し
、
本
年
度
は
震
災
の
影

響
で
遅
れ
て
い
た
ダ
ム
周
辺
の
施
設
の
整

備
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
震
に
よ
り

崩
壊
し
た
土
砂
の
撤
去
、
谷
止
工
お
よ
び

法
面
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
災
害
復
旧
工

事
に
よ
り
実
施
さ
れ
、
完
了
は
２
０
２
１

年
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

厚
幌
ダ
ム
は
観
光
資
源
と
し
て
も
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
も
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
環

境
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▼
環
境
保
全
の
推
進

地
震
の
影
響
に
よ
る
枯
渇
や
汚
染
し
た

飲
用
井
戸
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
安
全
・

安
心
な
飲
用
水
な
ど
の
安
定
的
な
確
保
を

図
る
た
め
、
住
民
が
行
う
未
給
水
区
域
に

お
け
る
給
水
施
設
の
整
備
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

▼
移
住
・
定
住
の
促
進

本
町
の
移
住
・
定
住
推
進
な
ど
の
地
方

創
生
の
取
組
は
着
実
に
成
果
と
し
て
表
れ

て
お
り
、
昨
年
は
、
地
震
の
影
響
に
よ
り

大
幅
な
人
口
流
出
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、

本
町
の
人
口
は
５
年
連
続
の
社
会
増
と
な

り
ま
し
た
。
本
年
度
は
子
育
て
支
援
住
宅

を
、
新
た
に
上
厚
真
地
区
に
５
棟
建
設
し

ま
す
。

▼
建
築
・
住
宅

近
年
の
公
営
住
宅
の
入
居
率
や
住
宅
不

足
の
状
況
を
勘
案
し
て
民
間
共
同
住
宅
の

建
設
お
よ
び
改
修
に
対
し
費
用
の
一
部
を

助
成
し
、
優
良
賃
貸
住
宅
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
建
物
の
適
切
な

維
持
管
理
に
関
す
る
情
報
提
供
や
利
活
用

の
支
援
な
ど
、
総
合
的
な
空
き
家
対
策
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
簡
易
水
道
・
公
共
下
水
道

簡
易
水
道
に
つ
い
て
は
、
被
災
し
た
水

道
施
設
の
早
期
復
旧
と
計
画
的
な
配
水
管

の
耐
震
化
、
老
朽
管
対
策
を
実
施
し
飲
料

水
の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
防
災
対
策

今
回
の
震
災
を
教
訓
に
、
防
災
・
減
災

知
識
の
さ
ら
な
る
普
及
推
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
地

区
防
災
力
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

災
害
対
策
機
能
が
充
実
し
た
防
災
拠
点

施
設
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
安
全
・
安
心

確
保
の
要
と
し
て
大
変
重
要
で
あ
り
ま
す

の
で
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
庁
舎
お
よ
び
周
辺
施
設
整
備
を
早
急

に
再
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
震
災
の
影
響
を
勘
案
し
、
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
を
本
格
運
用
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
、
適
時
適
切
に
避
難
情
報
を
提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま

に
は
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

執行方針
平成３１年度
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昨
年
９
月
に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
は
、
本
町
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を

一
変
さ
せ
る
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、

学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
領
域
に
関
し
て

も
同
様
に
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
発
災
直

後
の
混
乱
の
中
、
特
に
各
学
校
に
お
い
て

は
教
職
員
が
直
ち
に
児
童
生
徒
の
安
全
確

認
を
行
い
、
そ
の
後
も
、
避
難
所
や
家
庭

訪
問
を
は
じ
め
、
学
校
に
お
い
て
も
児
童

生
徒
に
寄
り
添
い
、
向
き
合
う
な
ど
、
児

童
生
徒
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
震
災
後
、
児
童
生
徒

の
心
の
ケ
ア
を
最
優
先
す
る
こ
と
を
各
学

校
長
に
伝
え
、
各
学
校
で
は
管
理
職
を
は

じ
め
、
教
職
員
が
連
携
し
、
日
々
、
教
育

活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

震
災
か
ら
の
早
期
の
復
旧
と
創
造
的
な

復
興
を
め
ざ
す
本
町
に
と
っ
て
、
本
年
度

は
着
実
に
一
歩
を
踏
み
出
す
大
切
な
年
で

あ
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本

町
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
計
画
と
の
整

合
性
を
図
り
、
ま
た
連
携
し
な
が
ら
、
厚

真
町
教
育
振
興
基
本
計
画
に
沿
っ
て
、
た

く
ま
し
く
生
き
抜
く
子
ど
も
と
地
域
人
材

の
育
成
を
め
ざ
し
、
各
分
野
の
施
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育

▼
子
ど
も
の
可
能
性
を
引
き
出
し
、
才
能

や
個
性
を
伸
ば
す
教
育
の
推
進

本
年
度
も
、
厚
真
町
学
力
向
上
推
進
委

員
会
を
中
心
に
児
童
生
徒
の
学
び
の
成
長

経
過
の
分
析
を
継
続
実
施
し
、
各
学
校
に

お
け
る
学
校
改
善
プ
ラ
ン
の
実
践
と
検
証

を
通
し
て
、
児
童
生
徒
の
可
能
性
を
伸
ば

す
学
習
・
指
導
の
改
善
や
児
童
生
徒
の
学

習
意
欲
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
児
童
生
徒
に
社
会
的
・
職
業
的

自
立
に
向
け
た
資
質
や
能
力
を
育
て
る
た

め
、
地
域
と
の
連
携
・
協
働
を
進
め
、
可

能
な
限
り
本
物
を
実
感
で
き
る
機
会
を
増

や
す
な
ど
、
地
域
の
産
業
や
働
く
こ
と
に

つ
い
て
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
の
活
用
で
は
、
次
期
学
習
指
導
要
領

で
も
求
め
ら
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

的
思
考
を
育
む
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
や

指
導
に
関
す
る
教
員
研
修
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

▼
英
語
を
活
用
し
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
生

き
る
子
ど
も
の
育
成

本
年
３
月
で
の
文
部
科
学
省
の
教
育
課

程
特
例
校
の
指
定
の
終
了
に
伴
い
、
本
年

度
か
ら
は
小
中
一
貫
教
育
制
度
を
活
用
し

て
、
英
語
教
育
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
度
も
厚
真
町

英
語
教
育
推
進
委
員
会
を
中
心
に
、
多
様

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
会
の
確
保
と

次
期
学
習
指
導
要
領
を
見
据
え
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
や
指
導
の
改
善
を
図
り

な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
豊
か
な
国
際

性
を
発
揮
で
き
る
基
礎
の
育
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
英
語
を
活
用
で
き
る
児
童
生
徒

の
育
成
の
成
果
の
検
証
や
今
後
の
本
町
の

英
語
教
育
の
一
層
の
推
進
に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
に
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
計
画
の

２
年
目
と
な
る
中
学
校
２
年
生
と
３
年
生

を
対
象
に
し
た
手
上
げ
方
式
に
よ
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
海
外
派
遣
研
修
事
業
を

本
年
度
も
実
施
い
た
し
ま
す
。

▼
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
む
子
ど

も
の
育
成

学
校
に
お
け
る
教
職
員
に
よ
る
子
ど
も

た
ち
へ
の
寄
り
添
い
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

各
関
係
機
関
と
連
携
し
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
巡
回
相
談
や
専
門
家
に

よ
る
心
の
サ
ポ
ー
ト
授
業
な
ど
を
継
続
的

に
実
施
す
る
な
ど
、
震
災
後
の
子
ど
も
た

ち
の
心
の
ケ
ア
を
最
優
先
し
て
ま
い
り
ま

す
。本

町
の
人
材
や
自
然
、
歴
史
・
風
土
、

伝
統
・
文
化
な
ど
、
多
様
な
教
育
資
源
と

の
か
か
わ
り
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と
を
知

る
、
発
見
す
る
、
興
味
・
関
心
を
も
つ
な

ど
、
ふ
る
さ
と
厚
真
と
自
分
自
身
と
の
つ

な
が
り
を
認
識
し
な
が
ら
成
長
で
き
る
よ

う
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
感
性
豊
か
な
心

を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

い
じ
め
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
学
校
の

重
点
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
教
職
員
間

の
情
報
共
有
を
徹
底
し
、
い
じ
め
の
早
期

発
見
・
早
期
解
消
と
問
題
行
動
の
防
止
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
児
童
会
や
生
徒
会
に
よ
る
「
い

じ
め
防
止
集
会
」
や
「
あ
い
さ
つ
運
動
」

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
的
な
取
組
を

支
え
る
と
と
も
に
、
厚
真
町
い
じ
め
問
題

対
策
連
絡
協
議
会
と
連
携
を
図
っ
て
、
い

じ
め
防
止
の
施
策
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

▼
質
の
高
い
教
育
を
支
え
る
教
育
環
境
の

確
保小

・
中
学
校
間
の
連
携
・
接
続
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
特
色
あ
る
教

育
課
程
を
生
か
し
、
本
町
の
子
ど
も
た
ち

の
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
成

長
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
た
め
の
手
段

と
し
て
、
本
年
度
か
ら
新
た
に
小
中
一
貫

教
育
を
導
入
い
た
し
ま
す
。
英
語
教
育
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成
を
軸
に
、

「
ふ
る
さ
と
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
位
置
付
け
、

義
務
教
育
９
年
間
で
目
指
す
子
ど
も
た
ち

の
姿
を
小
学
校
、
中
学
校
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
共
有

し
、
系
統
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
や

地
域
に
よ
る
学
び
の
支
援
な
ど
に
結
び
つ

け
る
た
め
に
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
協
議
・

検
討
し
、
小
中
一
貫
教
育
の
有
効
な
推
進

に
向
け
た
組
織
の
あ
り
方
や
取
組
な
ど
を

確
立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
学
校
と
地
域
が
連
携
し
、
地

域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備
で
は
、
震
災
に
よ
り

被
害
の
あ
っ
た
厚
真
中
央
小
学
校
の
水
泳

プ
ー
ル
や
厚
真
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の

災
害
復
旧
工
事
を
行
う
ほ
か
、
昨
年
度
、

設
計
等
を
終
え
た
上
厚
真
小
学
校
の
水
泳

プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
、
移
転
・

新
築
い
た
し
ま
す
。

北
海
道
厚
真
高
等
学
校
の
教
育
支
援
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
は
、
厚
真
高
等
学
校

か
ら
の
学
校
給
食
の
提
供
に
つ
い
て
の
要

請
も
あ
り
、
現
在
、
同
校
と
協
議
・
調
整

を
行
っ
て
お
り
、
早
期
の
提
供
を
め
ざ
し

ま
す
。
今
後
も
地
域
と
の
連
携
、
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
教
育
活
動
が
展
開
で
き

る
よ
う
、
厚
真
高
等
学
校
や
厚
真
高
等
学

校
教
育
振
興
会
と
連
携
し
て
、
生
徒
の
確

保
に
つ
な
が
る
魅
力
と
特
色
あ
る
高
校
づ

く
り
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
教
育

▼
社
会
全
体
の
教
育
力
の
向
上

教
育
の
出
発
点
で
も
あ
る
家
庭
の
教
育

力
の
向
上
に
つ
い
て
で
す
が
、
電
子
メ

デ
ィ
ア
と
の
か
か
わ
り
に
焦
点
化
し
、
子

ど
も
た
ち
が
発
達
段
階
に
応
じ
た
自
己
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
力
を
身
に
付
け
、
望
ま
し
い

生
活
習
慣
が
定
着
で
き
る
よ
う
に
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
「
厚
真
町
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ

ア
運
動
」
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
の
充
実
で
は
、

子
育
て
世
代
の
働
き
方
が
多
様
化
す
る

中
、
子
ど
も
た
ち
が
放
課
後
等
に
安
全
・

安
心
か
つ
健
全
に
過
ご
す
場
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
お
り
、
本
年
度
は
厚
真
地
区
、

厚
南
地
区
の
ク
ラ
ブ
の
単
位
数
を
増
や
し
、

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
維
持
と
受
け
入
れ
体
制

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
活
動
と
の
連
携
を
深
め
て
、

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
と
多
様
な
経
験
や

体
験
、
異
学
年
交
流
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

建
設
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
厚
真
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
新
た
な
専
用
施
設
に
つ

い
て
は
本
年
度
、
供
用
開
始
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
専
用
施
設
周
辺
の
自
然
環
境
の

下
で
五
感
を
フ
ル
に
活
用
し
、
豊
か
な
体

験
を
積
み
重
ね
、
子
ど
も
た
ち
が
ふ
る
さ

と
を
心
に
刻
み
、
成
長
す
る
場
の
ひ
と
つ

と
な
る
「
冒
険
の
杜
」
づ
く
り
を
本
年
度

も
地
域
住
民
が
参
画
す
る
仕
組
み
の
中

で
、
実
践
を
含
む
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し

な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
郷
土
の
歴
史
と
文
化
財
の
保
護
・
活
用

の
推
進

文
化
財
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
震
災
に

よ
り
旧
軽
舞
小
学
校
の
展
示
物
が
散
乱
す

る
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
の
整
理
作
業
が
お
お
む
ね
終
了
し
た
こ

と
か
ら
、
郷
土
資
料
や
埋
蔵
文
化
財
の
公

開
展
示
を
再
開
し
、
歴
史
や
文
化
の
継
承

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
発
掘
事
業
は
、
震
災
に
よ

り
一
部
調
査
が
完
了
し
て
い
な
い
１
区
上

流
地
区
道
営
ほ
場
整
備
事
業
に
伴
う
発
掘

調
査
を
早
期
に
完
了
さ
せ
る
と
と
も
に
、

出
土
資
料
の
整
理
作
業
を
行
い
ま
す
。
文

化
財
の
保
存
と
活
用
を
図
る
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
視
点
を

交
え
な
が
ら
計
画
の
具
体
化
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

み
ん
な
で
支
え
る
あ
つ
ま
を
め
ざ
し
て

▼
住
民
自
治
の
推
進

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
自
治
会
活
動
を
引
き
続
き
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
た
び
の
地
震
で
は
全
町
民
が
被
災

者
と
な
り
ま
し
た
。
防
災
情
報
や
生
活
再

建
に
向
け
た
支
援
制
度
な
ど
の
情
報
が
町

民
に
確
実
に
伝
わ
る
よ
う
、
各
種
媒
体
を

活
用
し
、
わ
か
り
や
す
く
迅
速
な
情
報
提

供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
復
旧
・
復
興
計
画
の
策
定
過
程

に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
住
民
参
画
の

機
会
を
設
け
、
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ

る
復
興
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

▼
行
財
政
運
営
の
健
全
化

地
震
に
よ
る
災
害
復
旧
・
復
興
事
業
に

対
応
す
る
国
・
道
の
支
援
を
最
大
限
有
効

に
活
用
し
、
本
町
の
復
旧
・
復
興
事
業
を

速
や
か
に
実
行
で
き
る
よ
う
財
政
運
営
に

あ
た
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
歳
入
で
は
、
震
災
の

影
響
な
ど
に
よ
る
事
業
費
が
多
額
に
お
よ

ぶ
こ
と
か
ら
そ
の
地
方
負
担
額
は
増
大
し
、

町
債
発
行
の
累
増
に
よ
り
地
方
債
残
高
の

増
加
も
確
実
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳
出
で
は
、
災
害
復
旧
事
業
を
は
じ
め
、

国
営
農
業
用
水
再
編
対
策
事
業
、
道
営
ほ

場
整
備
事
業
、
統
合
簡
易
水
道
事
業
な
ど

の
大
型
事
業
の
償
還
が
順
次
発
生
し
、
今

後
も
よ
り
一
層
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
災
害
復
旧
・
復
興
を
着
実

に
進
め
る
た
め
に
も
、
経
常
事
業
と
消
費

的
経
費
の
コ
ス
ト
削
減
と
効
率
的
な
行
政

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
生
活
再
建
と
復
旧
へ
の
取

り
組
み
を
加
速
さ
せ
、
災
害
に
強
く
し
な

や
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
復
興
へ
の

一
歩
を
踏
み
出
す
復
旧
・
復
興
元
年
で
も

あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
先
人
の
志
を
引
継
ぎ
、
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
発
揮
し
、

新
し
い
希
望
・
目
標
を
掲
げ
、
こ
れ
か
ら

の
厚
真
を
切
り
拓
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
復
旧
・
復
興
の
道
の
り
は
長

く
険
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
山
積
す
る
課
題
に
積
極

果
敢
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

教
育
行
政
執
行
方
針

（
要
約
）

ふ
る
さ
と
を
愛
し
未
来
に
向
か
っ
て

た
く
ま
し
く
生
き
る
人
材
の

育
成
を
め
ざ
し
て

厚真町教育委員会教育長

遠
えん

藤
どう

 秀
ひで

明
あき

執行方針
平成３１年度
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※
端
数
処
理
の
た
め
、
各
項
目
と
合
計
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

158億8,480万円158億8,480万円

平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
予
算
が
３
月
の
第
１
回
町
議
会
定
例

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
は
、
昨
年
９
月
６
日
に
発
生
し
た
胆
振
東
部
地
震

の
災
害
復
旧
に
係
る
費
用
が
大
き
く
影
響
し
、
過
去
最
高
の
総
額
１
５
８
億
８
４

８
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
約
２
倍
と
な
っ

て
い
ま
す
。

会　計　名 平成31年度
当初予算額

平成30年度
当初予算額 増 減 額 増 減 率

一 般 会 計 125億8,500万円 59億6,600万円 66億1,900万円 110.9％
特 別 会 計 32億9,980万円 21億2,960万円 11億7,020万円 54.9％

（
内　
訳
）

国民健康保険事業 5億7,350万円 5億6,150万円 1,200万円 2.1％
後期高齢者医療 8,610万円 8,420万円 190万円 2.3％
介護保険事業 5億6,620万円 5億6,190万円 430万円 0.8％
簡易水道事業 18億6,800万円 7億2,000万円 11億4,800万円 159.4％
公共下水道事業 2億600万円 2億200万円 400万円 2.0％
合 計 158億8,480万円 80億9,560万円 77億8,920万円 96.2％

前
年
度
当
初
予
算
の
約
2
倍

予算

問い合わせ　総務課財政グループ
☎２７‒２４８１

国庫支出金
58億3,132万円
（46.3％）

災害復旧費
64億4,797万円
(51.2％)

民生費
9億1,162万円
（7.2％）給与費

8億8,055万円（7.0％）

土木費
7億5,682万円（6.0％）

公債費
7億1,207万円（5.7％）

総務費
7億318万円（5.6％）

教育費
6億510万円（4.8％）

農林水産業費
5億8,082万円（4.6％）

消防費 3億4,048万円（2.7％）
衛生費 3億1,938万円（2.5％） 商工費 2億2,496万円（1.8％）

議会費・労働費・予備費
1億199万円（0.8％）

地方交付税
20億3,400万円
（16.2％）

町税
15億2,723万円
（12.1％）

町債
12億4,820万円
（9.9％）

道支出金
5億8,524万円（4.7％）

寄附金 4億1万円（3.2％）
繰入金 3億7,333万円（3.0％）

諸収入 1億3,760万円（1.1％）
使用料及び手数料 1億1,044万円（0.9％）
地方消費税交付金 9,000万円（0.7％）

地方譲与税 8,800万円（0.7％）
財産収入 8,446万円（0.7％）
繰越金ほか 7,513万円（0.6％）

歳入

歳出

分担金及び負担金、利子割交付金、配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金、地方特例交付金
交通安全対策特別交付金、自動車取得税交付金

一般会計の内訳

96.2％
増今年度の主な事業

重要施策の予算

厚真放課後児童クラブ施設管理事業 433万円

被災地教育推進事業 13万円

上厚真小学校プール整備事業 1億4,166万円

埋蔵文化財発掘事業 3,625万円

埋蔵文化整理事業 769万円

農業用井戸等給水施設整備事業 150万円

森林環境譲与税基金費 1,000万円

起業家人材育成事業 1億383万円

飲用井戸等給水施設整備事業 1,513万円

がけ地近接等危険住宅移転事業 1,644万円

子育て支援住宅建設事業(上厚真地区） 1億5,989万円

防災アドバイザー事業 200万円

災害復旧・復興の予算

林業施設災害復旧事業 1億4,200万円

道路橋梁災害復旧事業（公共災） 26億212万円

道路橋梁災害復旧事業（単独災） 7,497万円

河川災害復旧事業（公共災） 21億4,067万円

河川災害復旧事業（単独災） 3,000万円

災害公営住宅建設事業 5,287万円

社会教育施設災害復旧事業 1,299万円

宅地堆積土砂排除事業（胆振東部地震） 13億9,236万円

簡易水道施設災害復旧事業 14億3,042万円

胆振東部地震追悼式開催事業 342万円

災害復興推進事業 25万円

復旧・復興計画策定事業 34万円

臨時災害放送局運営事業 25万円

住宅再建融資利子助成事業 3,206万円

住宅復旧支援事業 9,000万円

仮設住宅自立相談支援事業 1,214万円

災害記録作成事業 300万円

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
復
旧
復
興

事
業
に
伴
う
国
庫
支
出
金
が
、
全
体
の

約
２
分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金
は
、
災
害
復
旧
費
負
担

金
お
よ
び
補
助
金
の
計
上
に
よ
り
53
億

９
６
７
０
万
円
増
額
し
、
前
年
度
比
１

２
４
１
・
７
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

道
支
出
金
は
、
災
害
復
旧
費
補
助
金

の
計
上
に
よ
り
１
億
１
７
２
２
万
円
増

額
し
、
前
年
度
比
25
・
０
％
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

寄
附
金
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

な
ど
で
１
億
４
５
９
０
万
円
の
増
額
し
、

前
年
度
比
59
・
７
％
の
増
加
と
試
算
し

ま
し
た
。

繰
入
金
は
、
地
域
振
興
基
金
、
ふ
る

さ
と
応
援
基
金
な
ど
で
３
億
７
３
３
３

万
円
減
額
し
、
前
年
度
比
14
・
８
％
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

町
債
は
、
災
害
復
旧
債
な
ど
で
６
億

６
７
９
０
万
円
増
額
し
、
前
年
度
比
１

１
５
・
１
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
復
旧
復
興

事
業
に
伴
う
災
害
復
旧
費
が
全
体
の
約

２
分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。
林
業
施

設
災
害
復
旧
事
業
、
道
路
橋
梁
災
害
復

旧
事
業
、
災
害
公
営
住
宅
建
設
事
業
な

ど
に
よ
り
64
億
４
７
９
７
万
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

総
務
費
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
伴
う

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
へ
の
積
立
金
な
ど

に
よ
り
１
億
６
８
６
０
万
円
を
増
額
し
、

前
年
度
比
31
・
５
％
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

衛
生
費
は
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
繰
出
金
、
飲
用
井
戸
等
給
水
施
設
整

備
事
業
な
ど
に
よ
り
２
９
８
０
万
円
増

額
し
、
前
年
度
比
10
・
３
％
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

教
育
費
は
、
上
厚
真
小
学
校
プ
ー
ル

整
備
事
業
な
ど
に
よ
り
６
４
２
７
万
円

増
額
し
、
前
年
度
比
11
・
９
％
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
で
は
、
簡
易
水
道
施
設
災

害
復
旧
事
業
に
係
る
浄
水
場
関
連
工
事

に
よ
り
11
億
７
０
２
０
万
円
増
額
し
、

前
年
度
比
59
・
４
％
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

歳

出

特
別
会
計

歳

入

2019.４ 8
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同
　
　
意

◇
厚
真
町
監
査
委
員
の
選
任

厚
真
町
監
査
委
員
に
佐
藤
公
博 

さ
ん
（
豊

沢
・
67
歳
）
が
再
任
し
ま
し
た
。

議
　
　
案

◇
平
成
31
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
予
算

◇
平
成
31
年
度
厚
真
町
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
予
算

◇
平
成
31
年
度
厚
真
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算

◇
平
成
31
年
度
厚
真
町
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
予
算

◇
平
成
31
年
度
厚
真
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算

◇
平
成
31
年
度
厚
真
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算

◇
平
成
30
年
度
厚
真
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
17
号
）

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
33
億
９
９
８
７
万

７
千
円
が
追
加
さ
れ
、
総
額
２
０
７
億
８
７

９
２
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
補
正
さ
れ

た
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
補
正
予
算
】

・
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業

…
15
億
９
９
６
０
万
４
千
円

・
道
路
橋
梁
災
害
復
旧
事
業
（
公
共
災
）

…
1
億
２
０
０
０
万
円

・
河
川
災
害
復
旧
事
業
（
公
共
災
）

…
16
億
４
０
１
０
万
円

・
宅
地
堆
積
土
砂
排
除
事
業
（
胆
振
東
部
地

震
補
助
）　　
　
　

 
…
２
億
１
１
３
２
万
円

【
繰
越
明
許
費
補
正
予
算
（
追
加
）】

・
安
全
・
安
心
省
エ
ネ
住
宅
推
進
事
業

…
1
億
５
０
０
０
円

・宅
地
耐
震
化
推
進
事
業
（
胆
振
東
部
地
震
）

…
1
億
５
２
０
０
万
円

・
道
路
橋
梁
災
害
復
旧
事
業
（
公
共
災
）

…
15
億
８
０
０
万
円

・
河
川
災
害
復
旧
事
業
（
公
共
災
）

…
22
億
８
５
４
０
万
円

・
宅
地
堆
積
土
砂
排
除
事
業
（
胆
振
東
部
地

震
補
助
）　　
　
　

 

…
１
億
７
１
５
０
万
円

【
繰
越
明
許
費
補
正
予
算
（
変
更
）】

・
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業

…
21
億
５
０
９
８
万
２
千
円

・
農
業
施
設
等
災
害
復
旧
事
業

…
10
億
３
５
９
０
万
円

・
公
立
学
校
施
設
災
害
復
旧
事
業

…
１
億
２
４
１
２
万
4
千
円

※
繰
越
明
許
費
は
、
年
度
内
に
支
出
が
完
了

し
な
い
経
費
に
つ
い
て
、
翌
年
度
に
繰
り
越

し
て
支
出
で
き
る
よ
う
に
し
た
経
費
で
す
。

◇
平
成
30
年
度
厚
真
町
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

◇
平
成
30
年
度
厚
真
町
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
介
護
保
険
事
業
勘
定
補
正

予
算
（
第
３
号
））

◇
平
成
30
年
度
厚
真
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

◇
平
成
30
年
度
厚
真
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

◇
厚
真
町
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
の
制

定◇
厚
真
放
課
後
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制

定◇
厚
真
町
高
齢
者
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
の
廃
止

◇
厚
真
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

◇
厚
真
町
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例
の
一
部

改
正

◇
厚
真
町
税
条
例
の
一
部
改
正

◇
厚
真
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

◇
厚
真
処
理
区
汚
水
１
号
幹
線
系
統
災
害
復

旧
工
事
請
負
契
約
の
締
結

・
契
約
の
方
法
…
指
名
競
争
入
札

・
契
約
金
額
…
１
億
４
５
１
５
万
円

・
契
約
の
相
手
方
…
森
田
・
菱
中
復
旧
・
復

興
建
設
工
事
共
同
企
業
体

◇
厚
真
処
理
区
汚
水
２
号
幹
線
系
統
外
災
害

復
旧
工
事
請
負
契
約
の
締
結

・
契
約
の
方
法
…
指
名
競
争
入
札

・
契
約
金
額
…
２
億
１
０
６
０
万
円

・
契
約
の
相
手
方
…
北
海
土
建
・
丸
斗
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体

◇
厚
真
処
理
区
汚
水
３
号
幹
線
系
統
外
災
害

復
旧
工
事
請
負
契
約
の
締
結

・
契
約
の
方
法
…
指
名
競
争
入
札

・
契
約
金
額
…
１
億
４
３
１
０
万
円

・
契
約
の
相
手
方
…
丸
博
野
沢
・
盛
興
復
旧
・

復
興
建
設
工
事
共
同
企
業
体

◇
平
成
30
年
災
第
３
５
２
号
準
用
河
川
チ

ケ
ッ
ペ
川
災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約
の
変
更

◇
平
成
30
年
災
第
３
５
３
号
普
通
河
川
東
仁

達
幌
川
災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約
の
変
更

◇
平
成
30
年
災
第
４
５
２
号
普
通
河
川
本
郷

の
沢
川
災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約
の
変
更

◇
平
成
30
年
災
第
５
２
４
号
準
用
河
川
チ

ケ
ッ
ペ
川
災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約
の
変
更

◇
平
成
30
年
災
第
５
３
１
号
準
用
河
川
ハ
ビ

ウ
川
災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約
の
変
更

◇
平
成
30
年
災
第
６
３
９
号
町
道
学
園
通
り

線
災
害
復
旧
工
事
請
負
契
約
の
変
更

承　
　
認

◇
専
決
処
分
（
平
成
30
年
度
厚
真
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
16
号
））
の
承
認

・
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業
…
１
１
８
５
万

円◇
専
決
処
分
（
平
成
30
年
度
厚
真
町
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
））

報　
　
告

◇
委
員
会
調
査
報
告
（
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
復
興
特
別
委
員
会
）

◇
所
管
事
務
調
査
報
告
（
各
常
任
委
員
会
）

◇
現
金
出
納
例
月
検
査
の
結
果
報
告

議 会 平成31年　第１回定例会
平成31年第１回定例会が３月11日から19日まで、７日間の会期で開
催されました。審議されたのは、一般会計補正予算など議案27件、報告
３件、同意１件、承認２件で、いずれも原案どおり可決されました。そ
の主な内容についてお知らせします。

被 災 者 支 援 情 報北海道胆振東部地震

〔設置場所〕役場、総合ケアセンターゆくり、青少年セ
ンター、上厚真支所

※町ホームページにも最新の情報を掲載しています

北海道胆振東部地震で被災された方の総合相談窓
口を役場本庁舎１階に設置しました。お困りごとは
ご相談ください。

これまで役場本庁舎１階にあった総務課税務グ
ループの窓口が、４月１日から役場庁舎別館前のプ
レハブに移動しました。

・延長前　3月29日（金）
・延長後　10月31日（木）

被災された皆さんのお困りごとは
災害復興グループへ

厚真町住宅リフォーム補助

総務課税務グループの窓口が移動しました

被災した家屋の解体・撤去の申請受付を
延長しています

生活再建に向けた支援ガイドブック

り災証明書の発行に係る再調査について
余震などにより住宅の被害が拡大した方は、申請に
より住宅被害の再調査を行うことができます。
※り災証明を発行済みの方や２次調査を実施済みの方
も、発行したり災証明書全てを返却していただければ
再調査を申請することができます。
※お急ぎの事情がある場合はご相談ください。また、
住宅以外の建物の再調査については、ご相談ください。

平成30年北海道胆振東部地震で被災された皆さま
へ主な支援制度を取りまとめたガイドブックを発行し
ています。制度の詳細や活用方法は各担当へお問い合
わせください。

住宅のり災証明書の判定が半壊および一部損壊の方に、
住宅所有者、管理者、占有者が行う復旧工事に要する費
用の一部を補助します。
対象者
地震発生時の住宅の所有者、管理者または占有者
※仮設住宅などへの入居の有無は問いません
※管理者または占有者は所有者の承諾を得たものに限る
※居住実態のある住宅に限る
対象工事　
屋根、柱、床、内外壁、基礎、梁

はり
、ドア、窓、内装仕上げ、

上下水道の配管、ガスの配管、給排気設備の配管、電気・
電話線・テレビ線の配線、トイレ、浴室、照明器具
※附属建築物(外構工事や物置、車庫等)や、併用住宅
の非住宅部分の復旧に関する工事は除外
工期
平成32年３月31日まで完了する工事
補助金額
上限30万円
補助金額算出方法
・半壊の場合
　（対象工事費–住宅応急修理支援制度対象額–30万
　円）×0.3
・一部損壊の場合
　（対象工事費–30万円）×0.3
申請に必要なもの
交付申請時
　・交付申請書
　・ 工事見積書の写し（すでに工事が完了している場合
は内訳が分かる書類）

　・ り災証明書の写し（半壊の方で、住宅応急修理支援制
度を活用した方は不要）

報告時
　・交付完了報告書
　・領収書の写し
　・工事完成写真
受付期間
4月22日（月）～4月26日（金）、5月7日（火）～5月10日（金）
　幌内、富里、高丘、吉野、東和、桜丘、朝日、本郷地区
5月13日（月）～5月24日（金）
　幌里、京町、表町、新町、本町、錦町地区
5月27日（月）～6月７日（金）
　宇隆、美里、豊沢、上野、豊川、共栄、富野地区
6月10日（月）～6月21日（金）
　上厚真、共和、厚和、鯉沼、浜厚真、軽舞、豊丘、鹿沼地区
受付窓口
役場庁舎別館前プレハブ

〔主な業務〕所得証明・納税証明・固定資産評価証明な
ど税関係の証明書、り災証明書の発行、町民税・固定資
産税・軽自動車税・市町村たばこ税の課税や徴収、国民
健康保険料の徴収

問い合わせ  総務課税務グループ（☎27-2481）

問い合わせ  町民福祉課災害廃棄物グループ（総合福祉
センター内 ☎被災家屋解ダイヤル080-2873-0489）

問い合わせ  総務課税務グループ（☎27-2481）

問い合わせ  建設課建築住宅グループ　☎27-2325

問い合わせ  総務課災害復興グループ（☎27-2481）

問い合わせ  総務課災害復興グループ（☎27-2481）

Ｈ31.４11

別館

プレハブ
本庁舎

正面玄関
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町民福祉課 福祉グループ　☎ 26‒7872
（総合ケアセンターゆくり内）バス券・入浴券の交付

町外バス券
⃝交付枚数　１人につき月３往復分
⃝交付対象と券種

平成30年度の介護保険料段階 券　種
「第１段階」から「第３段階」の方 無 料 券
「第４段階」から「第９段階」の方 半額助成券

⃝利用方法
　証明証として「厚真町高齢者バス利用助成事業利
用者証」と「高齢者バス利用助成券」が必要です。ま
た、半額の助成券を利用する場合は、利用運賃の
半額の支払いが必要です。

入 浴 券
⃝交付枚数（予定）　１人につき年10枚
※その他、行事（ペタンク大会・敬老会・新年交流会な　
　ど）に参加した方に交付します（１人につき年２枚まで）
⃝交付
　総合ケアセンターゆくりと上厚真支所で交付し
ていますので、印鑑をご持参ください。

⃝交付対象
・人工透析療法を受けている方
・指定難病と認定されている方
・身体障害者手帳の交付を受けている方
・療育手帳の交付を受けている方
・精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方
⃝交付枚数　１人につき年12枚
⃝利用方法
　「身体障害者等入浴無料身分証」と「身体障害者無
料入浴券」が必要です。
⃝交付
　総合ケアセンターゆくりと上厚真支所で交付し
ていますので、該当要件を証明できるもの（手帳・
指定難病受給者証など）と印鑑をご持参ください。

　町内に住所があり、かつ居住している満70歳以
上の方に「あつまバス・道南バス町外路線の無料
券または半額助成券」と「こぶしの湯あつまの無
料入浴券」を交付します。

　町内に住所があり、かつ居住している満70歳未
満の方で、交付対象のいずれかに該当する方に「こ
ぶしの湯あつまの無料入浴券」を交付します。

紙おむつを日常的に使用している世帯に、もやせるごみ用の指定ごみ袋を支給します。

⃝対象
①３歳未満の乳幼児と同居している保護者
② 厚真町家族介護用品支給事業実施要綱に基づき、

紙おむつの交付を受けている方の介護者
③   厚真町心身障害児等に係る日常生活用具の給付等

に関する規則に基づき、紙おむつの支給を受けて
いる方またはその保護者

⃝対象期間
４月１日~平成32年３月31日

⃝支給枚数
　対象者１人につき、もやせるごみ用指定ごみ袋（20
リットル）を１カ月あたり10枚（年間最大120枚）
⃝申請窓口
町民福祉課町民生活グループ（総合ケアセンターゆ
くり内）、上厚真支所
※その場で年度分の一括支給を行います
⃝申請に必要なもの
申請書、印鑑

指定ごみ袋支給 町民福祉課 町民生活グループ　☎ 26‒7871
（総合ケアセンターゆくり内）

新婚世帯を対象に、新生活に伴う住宅の取得・家賃や引越に係る費用の一部を助成しています。

⃝助 成 額　上限30万円
⃝申込期限　平成32年３月29日（金）まで
※平成32年1月以降に手続きをされる場合　　
　は事前に連絡お願いします
⃝提出書類
・補助金申請書
・戸籍謄本または婚姻証明書
・夫婦の平成30年分の所得証明書
・ 世帯全員の納税証明書または滞納がない

ことを証明する書類
・ 売買または賃貸の場合は契約書
・領収書等支払金額のわかる書類
・住宅手当等支給証明書(対象者のみ)
・ 貸与型奨学金の返済額がわかる書類(対象

者のみ)
・退職証明書（対象者のみ）

⃝対象世帯
次の要件をすべて満たす世帯
・ 平成31年１月１日～平成32年3月31日に婚姻届を提出し

受理された世帯
・夫婦ともに婚姻日の年齢が34歳以下の世帯
・町内に住民票がある世帯
・ 新婚世帯の平成30年分の所得の合計が340万円未満の世

帯(貸与型奨学金を返済している場合は、返済額を所得か
ら控除した額）

・市町村民税等に滞納がない世帯
・過去にこの制度の補助を受けたことがない世帯
⃝対象経費
平成31年1月1日～平成32年3月31日に係る次の経費
・新規の住宅購入費用
・ 新規の住宅賃借費用（賃料、敷金、礼金、公益費、仲介手数料）
・結婚に伴う引越費用
※ 住宅手当や引越手当などの支給がある場合、手当分につ

いては補助対象外

町民福祉課 子育て支援グループ　☎ 26‒7872
（総合ケアセンターゆくり内）結婚新生活支援補助金

国民健康保険は自動的に脱退にはなりませんので、届け出が必要です。

町外に引越す場合や、勤め先の健康保険（社会保
険等）に加入した場合でも、国民健康保険は自動的
に脱退にはなりませんので、届け出が必要です。

次の理由が生じたときは、14日以内に届け出を
してください。

届け出をされないと、保険料が二重になったり、
医療費が全額自己負担になるなど、被保険者に不利
益になることがあります。

⃝届け出が必要な場合
①厚真町外に転出した
② 社会保険など他の保険に入った・家族の保険の被扶養者になった
③生活保護の受給を開始した
④死亡した
⃝届け出に必要なもの
印鑑、国民健康保険証、以下の書類
②の場合…新しい保険証または健康保険資格取得証明書
③の場合…生活保護開始決定通知書
④の場合で葬祭費の申請をするとき…葬儀を行ったことと喪主の氏名が確認できるもの（会葬礼状ハガキ
など）、喪主名義の口座が確認できるもの

町民福祉課 町民生活グループ　☎ 26‒7871
（総合ケアセンターゆくり内）こんなときには国保に届け出を
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アパートの建設や既存のアパートの改修にかかる費用の一部を補助します。

アパートを建てる
〔町民間賃貸共同住宅等建設促進事業〕 〔町民間賃貸共同住宅等リフォーム促進事業〕

アパートを改修する

⃝補助内容
　新たに町内の市街化区域内に民間アパートを建
設する方（法人・個人）を対象に、建設費の補助を
行います。
⃝補助額
１LDK…１戸当たり110万円
２LDK…１戸当たり130万円
３LDK以上…１戸当たり150万円
※ １LDKと２LDK、3LDKの組み合わせで構成す

ること
※１棟当たり上限金額は960万円です
※ 防犯対策を各戸に行う場合、１棟につき10万円

を上限とし増額します
⃝受付期間
５月31日（金）まで
※ 複数の交付希望者がある場合は、抽選により決

定します。また、町内在住の方を優先します

⃝補助内容
　町内に民間アパートを所有する方（法人・個人）
を対象に、改修工事費の補助を行います。
⃝補助額
１戸当たり最大15万円（１戸当たりの改修工事費
が15万円未満の場合はその額）
※１棟当たりの上限金額は90万円です
⃝受付期間
平成32年３月23日（月）まで
※予算状況により早期に締め切る場合があります

建設課 建築住宅グループ　☎ 27‒2325アパート建築費・改修費の補助制度

助
　
成

対象 金融機関の融資を活用する方

内容

⑴ 借入により発生する利息（保証料を除く）に対し、１％を上
限として10年間助成する。
※500万円までの借入に発生する利子が対象

⑵10年間居住した場合、借入額の２分の１を補助する。
※補助額上限250万円
※⑴と⑵を合わせた助成の上限は借入額の２分の１

貸
　
付

対象 やむを得ず金融機関の融資を受けられない方

内容

⑴上限500万とする融資を行う。
※20年償還、貸付利子年0.5％

⑵10年間居住した場合、借入額の２分の１の償還を免除する。
※免除額上限250万円

建設課 建築住宅グループ　☎ 27‒2325空き家等利活用資金の助成・貸付

市街化調整区域、都市計画区域外にある空き家住宅を
取得・改修等を行い10年以上居住する方

対 象 者

適切な維持管理が行われず放置されているような空き家は、周囲にさま
ざまな悪影響を及ぼす可能性があります。空き家が原因で近隣や通行人に
損害を与えた場合、その責任を問われることもありますので、所有者や管
理者は空き家の適切な維持管理をされるようお願いします。 

町では家屋の修繕やリフォームやバリアフリー、新築など住まいや暮ら
しに関わる助成制度や住宅相談窓口を開設していますので制度活用、検討
や相談窓口をご利用ください。

空き家の適切な
維持管理を

お願いします。 

空き家住宅の取得、改修（改築含む）、宅地の取得に係る経費の助成または貸付を行います。

市街化調整区域

都市計画区域外

安
平
町

む
か
わ
町

苫
小
牧
市

太平洋

市街化区域

市街化区域

地震対策と地球温暖化防止のため住まいの整備にかかる費用の一部を補助します。

◦町税の滞納がない方
◦ 町内の住宅（併用住宅の場合住宅部分に限る）に施工・設置する場合に限ります
◦ 募集期限は平成32年３月23日（月）まで。ただし、募集は予算の範囲内で行うため、

先着順です。予算の範囲を超えた時点で補助事業は終了となります
共通補助要件

建設課 建築住宅グループ　☎ 27‒2325住宅関係の補助制度

補助金額 上限30万円
補助対象 昭和56年５月31日以前に着工した耐震性能評点1.0未満の住宅の耐震改修工事

補助金額【町内業者施工の場合】１Kw当たり10万円（限度額30万円）
【町外業者施工の場合】１Kw当たり７万円（限度額20万円）

補助対象
発電余剰電力の売買契約ができる、または発電電力をすべて自家使用とする
10Kw未満の発電太陽光発電システムの設置（未使用品に限る）
※平成31年４月１日以降の設置かつ年度内に工事が完了し電力会社との電力受
給が開始できるシステムであること

補助金額【町内の商店から購入の場合】本体購入価格の２分の１（限度額15万）
【町外の商店から購入の場合】本体購入価格の２分の１（限度額10万）

補助対象 住宅に設置する木質ペレットやまき等を燃料として、本体材質が鋳鉄や中鋼板
と同等かそれ以上の耐久性を有する暖房器具の購入

補助金額 リフォーム費用の５分の１
（①の工事と併用　限度額45万円）（②③の工事と併用　限度額30万円）

補助対象
上記①～③までの工事等と併せて実施する住宅の改修または模様替えの工事
※住宅リフォームだけでは該当になりません
※併用する工事によって限度額が変わります

固定資産税の納税者は、他の土地や家屋の評価額と比較して自己の資産の評価額が
適正か確認するために、平成31年度の土地・家屋価格等縦覧簿を見ることができます。

⃝縦覧期間
５月31日（金）まで 
８時30分～17時30分（土曜・日曜・祝日は除く）
⃝縦覧場所
総務課税務グループ
⃝縦覧できる方
固定資産税（土地・家屋）の納税者

⃝縦覧内容
町内の土地の所在地番、地目、地積、評価額、家屋
の所在地番、種類、床面積、評価額など
⃝持ち物
本人確認書類（運転免許証、保険証など） 
※代理人は、納税者の委任状を持参ください

固定資産税の土地・家屋評価額などの縦覧 総務課 税務グループ　☎ 27‒2481

①既存住宅耐震改修費補助

②住宅太陽光発電システム設置補助

③ペレットストーブ等購入費補助

④住宅リフォーム推進補助
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⃝対象者
•町内で起業を予定している方
•平成29年１月１日以降に起業した方
※その他の要件あり
⃝補助対象事業の認定
審査は審査委員会で申請者へヒアリングを行い、町
内の活性化につながるか等を審査し、認定します。
なお、補助対象事業は右記のとおりで、事業認定日
以降の経費が対象となります。
⃝補助金の交付対象期間の終期
起業した日から３年後の応当日の前日まで
⃝補助率
２分の１以内
⃝補助限度額
200万円（空き店舗を活用する場合は250万円）
⃝申込期限
５月10日（金）まで

⃝対象者
町内において１年以上営業しており、町税を
滞納していない商工業者
・個人事業者…町内に住所を有している方
・法人…町内に事業所等を有している中小企
業者（中小企業基本法（昭和38年法律第154
号）第２条第１項に掲げる中小企業に限る）
⃝申込期限
５月10日（金）まで
⃝申込先
厚真町商工会　☎27-2456

⃝対象事業と対象経費
①新規開業支援事業

対象事業

起業するために必要な施設の建築および
改修等を行う事業
※事業執行は原則１年限り
※ 上限に達しない場合は２年目以降、事

業化支援事業に申請可能
対象経費 報償費、旅費、役務費、委託費、工事請

負費、備品購入費等
②事業化支援事業

対象事業 安定的な事業継続を図るために行う事業
※事業執行は条件により最大３年

対象経費
報償費、旅費、役務費、委託費、工事請
負報償費、旅費、需用費、役務費、委託費、
使用料・賃借料、備品購入費、償還費等
費、備品購入費等

⃝対象事業と対象経費
①経営強化促進補助金

内　容

商工業者が自ら行う、積極的かつ創意工夫を凝ら
した以下の取り組みに必要な経費を補助します。
①施設の増改築または改修事業
②新製品または新技術の試験・研究・開発事業
③ＩＣＴ化支援事業
④新分野事業への拡大事業

補助額
資本金1,000万以下▷２分の１
資本金1,000万円超１億円以下▷３分の１

（下限25万円　上限200万）
②雇用拡大奨励金

内　容
町内における雇用の場の確保および拡大を図るた
め、新たに常用労働者を雇い入れ、雇用定数を増
した事業者に対し奨励金を交付します。

補助額 1人につき30万円（１年度につき２人まで）
②職住近接奨励金

内　容
町外から町内の事業所に通勤している常用労働者
が町内に転入する際に手当を支給する事業者に対
し奨励金を交付します。

補助額 ３分の２以内（1人につき20万円まで）

※ ①②の事業のうち、どちらか一つまたは両方を選
択してください。

※ 申し込みを希望する方は事前に産業経済課経済グ
ループにご相談ください。

※その他の条件等は商工会までお問い合わせく
　ださい。

産業経済課 経済グループ　☎ 27‒2486起業化補助

産業経済課 経済グループ　☎ 27‒2486商工業振興支援

起業をめざす新規事業者の事業立ち上げなどに必要な経費に対する補助金を交付します。

経営者の創意工夫のある取り組みや雇用拡大、定住支援に必要な経費に対する補助金を交付します。

まちおこし奨励 まちづくり推進課　企画調整グループ　☎ 27‒3179

コミュニティ活動補助 コミュニティ運動推進協議会事務局　☎ 27‒3179
（まちづくり推進課　企画調整グループ内）

地域花壇づくり活動助成事業
▷他のモデルとなることが期待できる花壇の管理
費を助成します。
対　　象　自治会・町内の団体
補助金額　 沿道の花壇施設費…面積が５㎡以上10

㎡未満は１万５千円、10㎡以上は２万円 
花壇の管理費…１団体の上限７千円（予
算の範囲内で助成）

募集期間　10月31日（木）まで
フラワーマスター育成事業

▷フラワーマスター認定講習会受講に係る旅行費
用等を支給します。
対　　象　町民
補助金額　講習会受講旅費（実費分）
募集期間　10月31日（木）まで

空缶拾い活動奨励事業
▷空缶拾い活動に対して助成します。
対　　象　団体（15人以上）
補助金額　年3千円以内
募集期間　10月31日（木）まで

個性的文化活動奨励事業
▷町内の団体、サークルなどが自主的・主体的に
取り組む事業に対して補助します。
対　　象　町民（10人以上）
補助金額　 開放的で個性的な文化活動の初期投資

経費として１回に限り上限３万円（予
算の範囲内で助成）

募集期間　10月31日（木）まで

地域文化の育成や環境美化活動に係る費用の一部を助成しています。

町内の団体やサークルなどが自主的、主体的になって取り組む事業に係る費用の一部を助成しています。

⃝対象事業
①まちおこし事業　②人材育成事業　③特産品開発事業
④文化活動　⑤地域活動　⑥その他まちおこしと認めた
事業
※団体の経常的運営費、営利を目的とするもの、入場料
を徴収するもの、事業費が５万円未満のものは対象にな
らない場合がありますので、事前にお問い合わせください。

⃝対象
団体・サークル
⃝補助金額
補助対象経費の３分の２以内

（１事業の上限は30万円）
⃝募集期間
12月30日（月）まで

町高齢者大学新入生募集 町民福祉課 福祉グループ　☎ 26‒7872
（総合ケアセンターゆくり内）

⃝期間
４月～平成32年３月
⃝開催場所
総合ケアセンターゆくり　ほか
⃝会費
１人1,000円（途中入学の場合も同額）

⃝受講資格
町内に居住する65歳以上の方または老人クラブ加
入者
⃝講座内容
高齢者福祉、ペタンク大会、研修旅行など 

（２月を除く年11回開催）
⃝申し込み
電話で申し込みください。

町では老人福祉事業の一環として高齢者大学を開校しています。
楽しい仲間を作りながら、ともに学びませんか？
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総務課 総務人事グループ　☎ 27‒2322

胆振東部地震災害復旧工事厚真町安全連絡協議会
☎ 080-2867-6465 または☎ 080-2867-6611（受付時間９時～₁₇時）

弁護士による無料法律相談会

災害復旧工事本格実施

〇相談料は無料です
※実際に依頼する場合の弁護士費用は、相談弁護
士にお問い合わせください。

〇相談される場合は、事前に予約してください
※相談当日、直接会場にお越しいただいても、先
約があってお待ちいただく場合や受けられない場
合もありますのでご了承ください。

会場のご案内

厚 真 ▷総合福祉センター
京町165－１

上厚真 ▷厚南会館
上厚真219－１

早 来 ▷安平町保健センター
安平町早来大町95

追 分 ▷安平町ぬくもりセンター
安平町追分中央１－40

開催日
開催場所

午　前
₁0時30分～12時

午　後
₁3時30分～15時

４月₁₅日（月） 早 来 厚 真
４月₂₆日（金） 厚 真 追 分
５月₁₃日（月） 追 分 厚 真
５月₂₇日（月） 厚 真 早 来
６月₁₀日（月） 早 来 上 厚 真
６月₂₄日（月） 厚 真 追 分
７月８日（月） 追 分 厚 真
７月₂₂日（月） 厚 真 早 来
８月５日（月） 早 来 厚 真
８月₁₉日（月） 上 厚 真 追 分
９月２日（月） 追 分 厚 真
９月₁₇日（火） 厚 真 早 来

厚真町と安平町で、札幌弁護士会地域司法対策委員会による「無料法律相談会」を開催します。

北海道胆振東部地震の災害復旧工事が本格的に実施されます。

お知らせ

発注機関 復旧工事内容
室
蘭
開
発
建
設
部

厚真川水系砂防事業所（☎₀₁₄₄‐₅₇‐₉₈₃₂） 砂防（国事業）
苫小牧河川事務所（☎₀₁₄₄‐₅₇‐₉₈₀₀） 1級河川

胆振東部農業開発事業所（☎₂₂‐₂₅₂₁） 農業用用水施設（厚真
ダム、厚幌導水路など）

胆
振
総
合
振
興
局

建設管理部苫小牧出張所（☎₀₁₄₄‐₃₂‐₃₁₇₁） 道道、2級河川、砂防、
急傾斜地

建設管理部厚幌ダム建設事務所（☎₂₇‐₃₅₈₁） 厚幌ダム関連
産業振興部農村振興課（☎₀₁₄₃‐₈₃‐₅₁₃₃） 農地・農業施設（道営）
産業振興部林務課（室蘭）（☎₀₁₄₃‐₂₄‐₉₈₀₃） 治山
産業振興部林務課（苫小牧）（☎₀₁₄₄‐₆₁‐₁₃₁₀）治山、路網

厚
真
町

建設課 土木グループ（☎₂₇‐₂₄₅₁） 町道、河川、公園、宅
地堆積土砂撤去

建設課 上下水道グループ（☎₂₇‐₂₃₂₆） 上下水道
町民福祉課 災害廃棄物グループ

（☎₀₈₀-₂₈₇₃-₀₄₈₉︶ 被災家屋等解体撤去

産業経済課 農業農村整備グループ（☎₂₇‐₂₄₉₁）農地・農業施設（町営）
産業経済課 林業グループ（☎₂₇‐₂₄₁₉） 林道

日頃より公共事業にご協力いただ
き誠にありがとうございます。

今後は、道路や河川、農業施設、
治山などの復旧工事が本格化し、道
路の通行規制や工事車両の増加が予
想され、町民の皆さまの生活環境や
営農活動などへの影響が懸念されま
す。

このため、３月13日に各発注機
関で構成する安全連絡協議会を発足
し、工事や通行の安全管理、地域環
境の保全に連携して対応しながら一
日も早い復旧復興に努めてまいりま
すので、皆さまのご理解とご協力を
お願いします。

〇利用対象者

全ての路線が 毎日運行しています
（日曜日、12月31日～１月２日を除く）

〇利用方法

循環福祉バスめぐるくんは、自宅から市街地までの交通手段として町内にお
住いの方ならどなたでも利用できます（市街地にお住まいの方を除く）。

幌内・高丘 線　

豊沢・鹿沼 線　

新町・幌里 線　

 豊川・浜厚真 線　

東和・宇隆 線　

上厚真 線　

利用者登録をする（初回のみ）
めぐるくんを利用するには、利用登録が必要です。

役場または上厚真支所で申請手続きをしてください。
登録
する

予約
する

利用
する

利用するバスを予約する
めぐるくんは予約制です。利用するときは、事前に

お電話で次の内容を伝えて予約してください。

予約の受付時間に間に合わなかった場合は
利用できませんので早めに予約しましょう。

【予約の受付時間】

①自宅から市街地
予定時刻に自宅でお待ちください。混雑し

ている場合は、遅れることがあります。時間
に余裕をもってご利用ください。

②市街地から自宅
予約した時間に予約した乗り場から乗車し

てください。

市街地の乗降できる場所

【厚真市街地】
•あつまバス待合所　•役場　•総合ケアセンターゆくり　•まちなか交流館　•Ａコープ厚真店
•あつまクリニック　•厚真歯科　•ハマナスクラブ（藤井商店）　•桂歯科クリニック　•スポーツセンター
•旧かしわ保育園　•こぶしの湯あつま　•応急仮設福祉住宅　•セイコーマート厚真店　・ともいきの里

【上厚真市街地】
•Ａコープ上厚真折坂店　•厚南会館　•上厚真郵便局　•上厚真近隣公園仮設団地

朝 の 便 前日の19時まで
昼・夕方の便 各便の始発時刻の１時間前まで

利用者登録
役場まちづくり推進課

☎２７－３１７９

予　約
予約受付センター（あつまバス）

☎２７－２３１１
❖利用したい路線・時刻　❖どこからどこまで利用するか
❖帰りも利用するか

循環福祉バス「めぐるくん」 まちづくり推進課 企画調整グループ　☎ 27‒3179

ゴールデンウィークのごみ収集について

ごみ収集をお休みします
※自己搬入の受付も行いませんので､ ご協力お願いします｡

問い合わせ　安平・厚真行政事務組合　☎22－3151

安平・厚真行政事務組合からのお知らせ

５月 は3 4日㊎ ㊏
日４月29 30日 日

㊊ ㊋
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地震により店舗などが被災し、操業できなくなった事業所などの再開
拠点として、京町地区に共同仮設店舗を整備し、入居者向けの内覧会を
行いました。
共同仮設店舗に入居するのはカフェ兼ヨガスタジオ、リンパマッサージ、

整体院、個人輸出入業の4事業所。３月11日から整体院を再開した丸山聡
史さん（45歳）は「安全な場所で営業が再開できて安心しました」と話
していました。

３月６日～４月５日、町民を対象に北海道胆振東部地震に係る住民懇
談会を行いました。
3月6日は応急仮設住宅の談話室3カ所、3月22日からは総合福祉セン

ターなど4カ所で町から町民に被害状況や災害復旧について説明し、意見
交換を行いました。
懇談会で把握した課題や意見は、今後策定する厚真町復旧・復興計画

の基礎資料として反映します。

右から辻副知事、北海道開発局鎌田事
業振興部長、宮坂町長、㈱イワクラ高
橋環境事業部長代行、王子木材緑化㈱
北海道支店三浦支店長代理、日本製紙
木材㈱北海道支店中村支店長

町商工会横に整備された共同仮設店舗

3月22日に総合ケアセンターゆくりで
行われた住民懇談会

北海道胆振東部地震で発生した倒木を木材や燃料として有効利用する
ことを推進するため、町と国、北海道、協力事業者16社を代表する３社
が「北海道胆振東部地震により発生した倒木等の有効利用に関する協定」
の締結式を総合ケアセンターゆくりで行いました。
協定により土砂崩れなどの災害復旧現場から倒木を撤去し、一般材や

製紙用の原料、バイオマス燃料などに有効利用するとともに、利用でき
ない木材の引き受けを迅速に処理することで、復旧工事が円滑で効率的
に実施できるよう連携、協力していきます。

町ににぎわいを
共同仮設店舗を整備

地震による課題や意見を交わす
住民懇談会

地震による倒木を有効利用
町と国、北海道、地元企業など16社が協定

日

日

日

６

６

７

あつま
３月の
Town News

厚真町高齢者大学の修了式が、総合福祉センターで行われました。
平成30年度は地震により9～11月は休校となりましたが、1年間全課

程に出席した学生13人に、学長の宮坂町長から皆勤賞の賞状を授与しま
した。
生徒会長の木下八重子さん（85歳）は「4月からは新たな想いで友情

を深め、学び合い、全員で楽しみましょう」とあいさつしていました。

丹羽智大さん（本町・31歳）が北海道の「胆振地域青年林業士」に認
定され、役場で認定証交付式が行われました。
青年林業士は地域の森林づくりに強い熱意と意欲を持ち、指導性を有
している後継者を北海道が認定しているもので、町内では3人目。
丹羽さんは「これからも技術を磨きながら、林業の魅力をもっと伝え
ていきたいです」と抱負を述べていました。

町内で活動する地域おこし協力隊と地域おこし企業人の活動報告会が
総合福祉センターで行われました。地域おこし協力隊９人と地域おこし
企業人１人が町民など約20人の前で日ごろの活動について報告しました。
農業支援員２年目の酒井美和さんは、「栽培する作物も決まり、就農へ
の準備も進めていきたいです」と最後の１年となる次年度への意気込み
を語りました。

東日本大震災で大きな被害を受けた岩手県釜石市の小学生や高校生ら
５人が3月26～29日に町を訪れ、町内小学生や親子などと交流しました。
交流は、東日本大震災で母親と自宅を奪われた釜石市立鵜

うのすまい
住居小学校

５年の藤原菜
な
穂
お
華
か
さん（11歳）が震災当時、北海道から学生やボランティ

アが支援に来てくれたことから恩返しの思いを込め企画。
5人は2日間、町内の子どもや親子と森遊びや本の読み聞かせなどで交
流しました。藤原さんは「震災はつらい出来事でしたが、おかげで厚真
町の人と出会うことができました。9月から募金活動で集めたお金は、子
どもたちの居場所づくりのために使ってください」と話していました。

総合福祉センターでハスカップフォーラム2019が行われ、町内の農家
など約50人が出席しました。
フォーラムでは、厚真産ハスカップブランド化推進協議会から地震に
よるハスカップの被害状況が報告されました。講演では、胆振農業改良
普及センターの沼田耕作主査が地震後のハスカップせん定の方法につい
て話しました。
山口農園（宇隆）の山口善紀代表は、全国からハスカップへの復興支
援をいただいたこと、地震により注目度が高まる中、継続して全国に関
心をもってもらうためハスカップ商品の販売に取り組んでいることなど
を講演しました。

13人が皆勤賞を受賞
高齢者大学修了式

丹羽智大さんが町で3人目の青年林業士に

地域おこし協力隊・地域おこし企業人
活動を報告

東日本大震災で被害を受けた
釜石市の小学生らが厚真町で交流

地震によるハスカップの被害状況や今後の
課題を考えるハスカップフォーラム2019

日

日

日

日

日

22

26

22

2７

23

震災後のハスカップ栽培の注意点につ
いて話す胆振農業改良普及センター沼
田主査

東日本大震災の教訓を伝える絵本の読
み聞かせをする藤原さん
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厚真町地域おこし協力隊

着 任 平成28年６月
出 身 地 東京都品川区

着 任 平成28年７月
出 身 地 神奈川県横浜市

地域おこし協力隊　農業支援員

地域おこし協力隊　林業支援員

角
かく
地
ち
 渉
わたる

さん（37歳）

市
いちのせ
瀬  魁

かい
竜
りゅう

さん（25歳）

厚
真
に
来
て
か
ら
も
う
す
ぐ
３
年
が
た
ち
ま

す
。
初
め
は
知
ら
な
い
町
で
の
生
活
に
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
親
切
に
し

て
い
た
だ
い
て
、
４
月
か
ら
新
規
就
農
と
い
う

新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

協
力
隊
の
２
年
目
ま
で
は
地
域
の
農
家
さ
ん

の
下
で
農
作
業
を
手
伝
い
な
が
ら
、
農
業
を
学

ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
さ
ま
ざ
ま

な
農
業
を
見
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３
年
目
に
は
上
野
地
区
で
就
農
す
る
こ
と
が

決
ま
り
、
翌
年
の
就
農
に
向
け
て
準
備
を
進
め
、

11
棟
の
ビ
ニ
ル
ハ
ウ
ス
を
建
て
ま
し
た
。
住
宅

の
リ
フ
ォ
ー
ム
も
行
い
、
昨
年
の
７
月
か
ら
家

族
で
上
野
に
住
ん
で
い
ま
す
。
上
野
自
治
会
の

方
は
何
か
と
気
に
か
け
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が

た
い
で
す
。

厚
真
に
来
た
と
き
は
３
歳
だ
っ
た
息
子
も
今

年
小
学
生
に
な
り
ま
し
た
。
移
住
前
に
抱
い
た

「
農
家
に
な
り
た
い
」
と
い
う
夢
と
、「
北
海
道

で
子
育
て
し
た
い
」
と
い
う
願
い
を
ど
ち
ら
も

叶
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

協
力
隊
と
し
て
の
研
修
期
間
は
終
わ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
農
業
の
収
入

で
ち
ゃ
ん
と
生
活
で
き
る
よ
う
に

経
営
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
農
家
で
あ
る
限
り
勉
強
を

続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

３
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

こ
の
３
年
間
は
さ
ま
ざ
ま
な
現

場
で
林
業
を
学
び
ま
し
た
。
季
節

に
よ
っ
て
作
業
の
内
容
が
異
な
り

ま
す
が
、
冬
場
の
伐
倒
作
業
が
一

番
好
き
で
す
。
木
の
高
さ
や
太
さ
、

地
面
の
傾
斜
、
風
向
き
な
ど
の
条

件
を
考
え
な
が
ら
試
行
錯
誤
し
て
、

よ
う
や
く
伐
り
倒
し
た
後
に
、
息

を
切
ら
し
て
周
り
を
見
渡
す
と
、

静
寂
な
氷
点
下
の
森
の
中
で
、
爽
快
な
達
成
感

を
感
じ
ま
す
。「
林
業
っ
て
い
い
な
」
と
思
う

瞬
間
で
す
。

ま
た
、
あ
つ
ま
森
林
む
す
び
の
会
の
活
動
や

町
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
町
民
の
方
と

も
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
、
㈲
丹
羽
林
業
で
社
員
と
し
て

雇
用
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
協

力
隊
の
任
期
中
も
一
番
長
く
研
修
さ
せ
て
も

ら
っ
た
会
社
な
の
で
、
社
員
の
皆
さ
ん
と
の
親

交
も
深
く
、
自
分
の
望
む
形
で
今
後
も
林
業
に

携
わ
れ
る
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
。
雇
用
し
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
社
員
に
な
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

移
住
当
時
は
大
学
を
出
た
ば
か
り
で
社
会
人

経
験
の
な
い
僕
で
し
た
が
、
３
年
間
で
林
業
技

術
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
わ

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

技
術
は
ま
だ
未
熟
な
の
で
、
経
験
を
積
み
な

が
ら
勉
強
を
重
ね
て
、
早
く
一
人
前
の
林
業
マ

ン
に
な
り
、
会
社
に
も
町
に
も
貢
献
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。

■
平
成
30
年
度
学
校
評
価

本
校
で
は
、
毎
年
、
生
徒
・
保
護

者
・
学
校
評
議
員
・
学
校
職
員
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
１
年
間
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
評
価
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
の
評
価
を
踏
ま
え
て
、
翌
年

度
の
目
標
や
取
り
組
み
を
決
め
て
い

ま
す
。

平
成
30
年
度
は
、
前
年
度
か
ら
大

き
く
改
善
さ
れ
た
と
学
校
評
議
員
の

皆
さ
ま
か
ら
高
く
評
価
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
、「
田
舎
ま
つ
り
」

へ
の
取
り
組
み
方
の
改
善
、
全
校
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
の
取
り
組

み
、
資
格
・
検
定
受
検
者
数
の
大
幅

増
、
学
校
と
地
域
の
連
携
強
化
な
ど

に
つ
い
て
で
す
。
ま
た
、
生
徒
指
導

事
故
の
少
な
さ
が
、
他
校
と
比
べ
て

顕
著
で
あ
る
こ
と
が
、
学
校
の
落
ち

着
き
具
合
を
表
し
て
い
る
と
評
価
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
職
員
評
価
で

の
「
協
力
・
協
働
意
識
の
向
上
」
に

よ
り
、
こ
う
し
た
厚
高
の
教
育
活
動

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

学
校
評
価
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
専
門
学
校
出
前
授
業

３
月
15
日
（
金
）、
７
つ
の
専
門

学
校
よ
り
講
師
を
招
い
て
、
授
業
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
目
的
は
、

生
徒
の
勤
労
観
を
育
て
、
職
業
意
識

を
啓
発
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め

る
こ
と
で
す
。
機
械
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
調
理
・
デ
ザ
イ
ン
・
ヘ
ア
メ
イ
ク
・

ゲ
ー
ム
関
連
・
放
送
業
界
関
連
・
ア

ニ
メ
製
作
な
ど
多
岐
に
渡
る
分
野
で

展
開
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
自

分
の
興
味
・
関
心
の
あ
る
授
業
を
受

け
、
刺
激
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

■
離
任
式

３
月
22
日
（
金
）、
平
成
30
年
度

修
了
式
後
に
、
離
任
式
を
行
い
ま
し

た
。今

年
は
２
人
の
職
員
を
送
り
出
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
離
任
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
小
林　
悟
教
諭
（
保
健
体
育
科
・

在
籍
８
年
）

・
山
内　

由
紀
朗
教
諭
（
理
科
・

在
籍
４
年
）

新
天
地
で
の
活
躍
を
祈
っ
て
い
ま

す
。

3月の厚高

厚高インフォメーション
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３歳以下のお子さんの写真を募集しています。住所、氏名（ふりがな）、生年月日、性別、両親の氏名（ふ
りがな）、電話番号を明記の上、まちづくり推進課企画調整グループへ。

〈メール〉kikaku@town.atsuma.lg.jp

まちの
アイドル

くぼ さくとくん（3） ふじおか はやとくん（3）

３年間の任期を終えて

３月末に任期を終えた２人の地域おこし協力隊
に、任期中の振り返りと、これからの抱負を語っ
てもらいました。

短

歌

あ
つ
ま
文
芸
友
の
会
発
行
「
文
芸
あ
つ
ま
第
二
十
三
号
」
か
ら
抜
粋

こ
こ
ち
良
き
風
に
の
り
く
る
鶯
の
声
は
青
く
澄
む
空
に
溶
け
ゆ
く

青
々
と
ニ
ラ
の
間
に
ま
に
ほ
ん
の
り
と
桜
の
花
ビ
ラ
紛
れ
込
み
お
り

春
の
雨
け
む
る
が
如
く
そ
ぼ
降
り
て
庭
の
新
芽
を
潤
し
に
け
り

新
町　

金
本　

年
子

京
町　

木
村　

百
合
子

浜
厚
真　

山
田　

志
津

厚真高校ホームページ

http://www.atsuma.hokkaido-c.ed.jp/
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■採用職種・採用予定人員
消防職員（深夜業務を含む交代制勤務）　若干名
■採用予定日
10月１日
■受験資格
①�高等学校卒業（短大卒、専門学校卒を含む）で、平成
７年４月２日以降に生まれた方（来春卒業見込みの方
を含む）
②�普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）を有する方、ま
たは採用予定日までに取得できる方で、採用後に勤務
署所在地に居住可能な方
③�消防職員として、職務遂行に必要な体格・体力を有し
健康である方
※次のいずれかに該当する人は受験できません。
・日本の国籍を有しない者
・成年被後見人および被保佐人
・�禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたは
その執行を受けることがなくなるまでの者
・�当該地方公共団体において懲戒免職の処分を受け、当該
処分の日から２年を経過しない者　
・�日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはそ
の下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政
党その他の団体を結成し、またはこれに加入した者
■試験の方法
［第１次試験］
教養試験、作文試験、適性試験
［第２次試験］
第１次試験合格者に対して面接試験を実施（健康診断書
提出）

■試験日、会場、合格発表
［第１次試験］
試 験 日　６月16日（日）
会 　 場　�胆振東部消防組合消防本部
合否発表　�７月上旬（予定）に受験者本人へ通知

［第２次試験］
第１次試験合格者へ合否発表時に文書で通知

■受験手続、受付期間
［提出書類等］
①�受験申込書（最近６カ月以内に無帽の上半身を撮影し
たもので、本人であると確認できる縦４cm・横３cmの写
真を貼ること）�
※受験申込書は胆振東部消防組合消防本部・総務課に
直接請求するか、胆振東部消防組合ホームページから
ダウンロードしてください。（http://iburi119.sakura.
ne.jp/）
②�履歴書（市販のA4版用紙に自筆で記入し、受験申込書
と同様に写真を貼ること）
③卒業証明書および学業成績証明書�（最終学校のもの）
④自動車運転免許証の写し
⑤�受験票送付用封筒（長形３号封筒に住所・氏名を記入
し82円切手を貼付）

［受付期間］
４月22日（月）~５月21日（火）
直接持参する場合…８時30分~17時15分の平日のみ受付
郵送の場合…５月21日（火）の消印まで有効
［受付・問い合わせ］
胆振東部消防組合消防本部　総務課�
〒059‒1604　錦町47‒２　☎26‒7100

６月下旬～７月中旬のハスカップの収穫期間に、厚真産
ハスカップの魅力を知ってもらうため、今年で５回目とな
る厚真産ハスカップフェアを開催します。本フェアに参加
いただけるハスカップ農園と飲食店・商店を募集します。

・期間中に事務局から支給するのぼりを立てる
・スタンプラリーのスタンプを押す、台紙を回収する
・フェア終了後にアンケートに回答する

４月30日（火）までに下記のいずれかの方法で
お申し込みください。
①インターネット入力フォーム
https://www.harp.lg.jp/7m1Xb2Vs

　　　　　　　

②ファックス
名前、住所、電話番号、農園名または飲食店名
を記入してください。

町内にハスカップ農園があり、お客さんを受け入れる設備
（トイレなど）がある方

厚真産ハスカップフェア
参加者募集

参加条件

フェアの内容 申し込み

参加者にご協力いただくこと

ハスカップ観光農園

飲食店・商店
期間中に厚真産ハスカップを使ったメニューを販売する飲
食店、またはハスカップや関連商品を販売する商店

問い合わせ
厚真産ハスカップブランド化推進協議会　事務局

（産業経済課経済グループ内）
電話 27-2486　ファックス 27-3944

観光農園と店舗を巡るスタンプラリーを実施し、スタン
プが集ったお客さんに、抽選で厚真町の特産品をプレゼ
ントします（参加者負担はありません）。

平成31年度胆振東部消防組合　消防職員採用資格試験

町職員の人事異動
４
月
１
日
付
け
で
町
部
局
等
の
人

事
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

※
（　
　
）
は
前
職

厚
真
町
人
事

◆
異
動

◦�

会
計
管
理
者
▽
中
田　

倫
子
（
町

民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ
主
幹
）

◦�

町
民
福
祉
課
参
事
〔
災
害
廃
棄
物

グ
ル
ー
プ
担
当
〕
▽
木
戸　

知
二

（
同
課
専
門
員
）

◦�

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
参
事〔
兼
〕建

設
課
参
事
▽
小
松　

豊
直
（
同
課

主
幹
）

◦�

町
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ
主
幹

▽
佐
々
木　

春
香
（
議
会
事
務
局

主
査
）

◦�

町
民
福
祉
課
災
害
廃
棄
物
グ
ル
ー

プ
主
幹
▽
篠
原　

拓
也
（
総
務
課

研
修
防
災
グ
ル
ー
プ
主
査
）

◦�

産
業
経
済
課
農
業
グ
ル
ー
プ
主
幹

▽
大
垣　

貴
弘
（
総
務
課
税
務
グ

ル
ー
プ
主
幹
）

◦�

産
業
経
済
課
林
業
グ
ル
ー
プ
主
幹

▽
宮　

久
史
（
同
課
農
林
業
グ
ル

ー
プ
主
幹
）�

◦�

会
計
室
主
幹
▽
青
木　

陽
子
（
同

室
主
査
）

◦�

総
務
課
総
務
人
事
グ
ル
ー
プ
主
査

▽
酒
井　

善
美
（
同
グ
ル
ー
プ
主

任
）

◦�

産
業
経
済
課
農
業
グ
ル
ー
プ
主
査

▽
渡
辺
洋
平
（
同
課
農
林
業
グ
ル

ー
プ
主
査
）�

◦�

産
業
経
済
課
農
業
グ
ル
ー
プ
主
査

▽
佐
藤　
巨
行�（
同
課
農
林
業
グ

ル
ー
プ
主
査
）�

◦�

産
業
経
済
課
経
済
グ
ル
ー
プ
主
査

▽
小
松　

美
香
（
同
グ
ル
ー
プ
主

任
）

◦�

町
民
福
祉
課
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
主
任
▽
大
浦　

久
子

（
同
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
主
任
）

◦�

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
企
画
調
整
グ

ル
ー
プ
主
任
▽
辻　

友
理
子
（
北

海
道
派
遣
）

◦�

総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ
主
事
▽
中

山　

亮
（
産
業
経
済
課
経
済
グ
ル

ー
プ
主
事
）

◦�

町
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ
主
事

▽
加
賀
谷　

龍
平
（
産
業
経
済
課

農
林
業
グ
ル
ー
プ
主
事
）

◦�

町
民
福
祉
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ

主
事
▽
木
澤　

真
生
（
総
務
課
総

務
人
事
グ
ル
ー
プ
主
事
）

◦�

建
設
課
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
主
事

▽
今
野　

果
倫
（
上
厚
真
支
所
主

事
）

◆
新
規
採
用

◦�

総
務
課
研
修
防
災
グ
ル
ー
プ
主
任

▽
北
川　
桂

◦�

総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ
主
任
▽
成

田　
智
人

◦�

町
民
福
祉
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー

プ
主
任
▽
井
鳥　
佳
織

◦�

町
民
福
祉
課
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

主
任
▽
藤
村　
直
美

◦�

総
務
課
総
務
人
事
グ
ル
ー
プ
主
事

▽
日
野　
弥
生

◦�

総
務
課
財
政
グ
ル
ー
プ
主
事
▽
大

川　
琢
哉

◦�

総
務
課
災
害
復
興
グ
ル
ー
プ
主
事

▽
金
光　
俊
太
郎

◦�

建
設
課
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ
主
事

▽
奥
井　
宜
哉

◦�

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

主
任
▽
大
垣　
崇

◆
任
期
付
職
員

◦�

建
設
課
土
木
グ
ル
ー
プ
主
幹
▽
原

田　
圭
二

◦�

建
設
課
土
木
グ
ル
ー
プ
主
任
▽
伊

藤　
卓

◦�

町
民
福
祉
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー

プ
主
事
▽
斉
藤　
萌

◦�

町
民
福
祉
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー

プ
主
事
▽
宍
戸　
麻
美

◆
併
任

◦�

建
設
課
土
木
グ
ル
ー
プ
主
査
▽
桶

谷　
功
（
北
海
道
か
ら
派
遣
）

◦�

建
設
課
土
木
グ
ル
ー
プ
主
査
▽
新

川　
功
二
（
北
海
道
か
ら
派
遣
）

◦�

建
設
課
土
木
グ
ル
ー
プ
主
任
▽
菊

地　

俊
紀
（
岩
手
県
奥
州
市
か
ら

派
遣
）議

会
事
務
局
人
事

◆
異
動

◦�

議
会
事
務
局
長
▽
木
戸　
達
也（
生

涯
学
習
課
長
）

◦�

議
会
事
務
局
主
査
▽
田
中　

咲
詠

子
（
建
設
課
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ

主
査
）教

育
委
員
会
人
事

◆
異
動

◦�

生
涯
学
習
課
長
▽
當
田　
美
範（
会

計
管
理
者
）

◦�

生
涯
学
習
課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

主
事
▽
海
沼　

真
喜
子
（
同
課
社

会
教
育
グ
ル
ー
プ
主
事
）

３
月
31
日
付
け
で
次
の
方
が
退
職

し
ま
し
た
。

◆
退
職

◦�

町
民
福
祉
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ

主
査
▽
大
塚　
知
美
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遺跡発掘作業員

発掘業務

職 種�
（ 人 数 ）

①普通作業員（３人）
②作業員兼運転手Ａ（２人）
③作業員兼運転手Ｂ（１人）
④測量技能作業員兼運転手（１人）
⑤整備技能作業員兼運転手（１人）

業務期間 ５月15日～５月31日

作業内容

①遺跡発掘作業（移植ごてやスコップ、ジョレン
での土砂掘削、一輪車押し、土のう袋撤去など）
②遺跡発掘作業とワゴン車による出退勤時の作
業員の送迎など
③遺跡発掘作業とワゴン車による作業員や機材
の搬送など
④調査図面作成、測量機器の設置・操作、発掘
作業など
⑤発掘機材の修理･整備、刈払い機･チェンソ
ーの操作（要作業免許）､ワゴン車運転業務など

賃 金
①③時給1,020円（日額7,395円）
② 時給1,050円（日額8,400円）
④⑤時給1,300円（日額9,425円）

勤務場所 幌内564（幌内中央地区）
通勤方法 当方のワゴン車（上厚真⇔幌内発掘現場）に乗車

勤務時間
①③④⑤現地9時～17時15分（昼休み１時間）
②〔早番〕8時15分～17時15分（昼休み１時間）
②〔遅番〕9時～18時（昼休み１時間）

整理業務

職 種�
（ 人 数 ）

1整理作業員Ａ（４人）
2整理作業員Ｂ（３人）
3写図工兼整理作業員（１人）

業務期間
16月１日～平成32年２月28日
26月１日～11月29日
3〔前期〕6月１日～12月28日（写図工）
3�〔後期〕12月29日～平成32年２月28日

作業内容
12出土品の水洗､台帳照合､注記､接合､収納､
パソコン作業ほか原則室内作業
3〔前期〕写図工（出土品の実測作業）
3�〔後期〕作業員（パソコン作業ほか）

賃 金 123〔後期〕時給890円（日額6,897.5円）3〔前期〕時給1,050円（日額8,137.5円）
勤務場所 軽舞205-２（旧軽舞小学校）

通勤方法 自己通勤（自家用車・公共交通機関）※条例による通勤手当支給
勤務時間 現地８時30分～17時15分（昼休み１時間）

発掘・整理業務共通事項

休 日
土曜・日曜・祝日および荒天日等の教育委員会
から指示がある時
※全職種に有給休暇等あり（町規定による）

各種保険
健康保険、厚生年金、雇用保険に加入（必須）
※雇用保険は一般適用となるため受給資格は得
　られません。

募集職種
（ 人 数 ）

① 放課後児童クラブ支援員〔時給〕（若干名）
② 代替支援員（若干名）

応募資格
（ｲ） 放課後児童支援員の資格を有する方
（ﾛ） 保育士、教員、児童厚生員などの資格を有する方
（ﾊ） 放課後児童クラブの仕事に興味があり熱意がある方

勤務時間
① 学校開業日…10時～18時30分のうち４時間（下校時間の都合に勤務時間の変更あり）

学校休業日・土曜日…7時30分～18時30分のうち5時間～７時間45分

② 学校開業日…10時～18時30分のうち３時間（下校時間の都合に勤務時間の変更あり）
学校休業日・土曜日…7時30分～18時30分のうち指定した時間

勤 務 日 ① 日曜・祝日を除く週6日間のうち原則5日間
② 支援員が不足した場合に勤務

賃 金（ｲ）（ﾛ）時給970円 （ﾊ） 時給900円
勤務期間 ４月1日～平成32年3月31日
各種保険 社会保険などは法律に基づき適用されます。

【応募方法】履歴書に写真添付の上、必要事項を記入し、
持参または郵送で提出してください。
※発掘・整理業務それぞれの希望職種を明記してください。
　記入例　発掘：運転手Ｂ・整理：作業員Ａ

【提出先】〒059-1601　京町165-1
厚真町教育委員会　生涯学習課社会教育グループ
【締　切】４月22日（月）17時まで（必着）
【面　接】４月23日（火）面接時刻は応募時にお伝えします。
※面接時の交通費は支給されません。
【問い合わせ】軽舞遺跡調査整理事務所　☎28‒2733

【応募方法】履歴書（写真貼り付け）と資格証明書（コピー可）を提出してください。　【締切】４月19日（金）まで
【応募・問い合わせ】〒059-1601　京町165-1　厚真町教育委員会　生涯学習課社会教育グループ　☎27－2495

5月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月

①～⑤

21
3〔前期〕 3〔後期〕

※発掘業務終了後、整理業務を行います。発
掘

整
理

募

募

集

集 放課後児童クラブ

健　康　情　報
麻しん・風しんについて保 健 師

内
うち

村
むら

 彩
あや

華
か

今月の担当

Ｈ31.４27

麻
し
ん
と
は

麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
急
性
の

全
身
感
染
症
で
、
空
気
感

染
、
飛
ま
つ
感
染
、
接
触
感

染
で
感
染
し
、
感
染
力
は
非

常
に
強
い
で
す
。
感
染
す
る

と
、
約
10
日
後
に
発
熱
や

咳
、
鼻
水
と
い
っ
た
風
邪
の

よ
う
な
症
状
が
現
れ
ま
す
。

２
～
３
日
熱
が
続
い
た
後
、

39
度
以
上
の
高
熱
と
発
疹
が

現
れ
、
肺
炎
や
中
耳
炎
を
合

併
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

ま
た
、
１
０
０
０
人
に
１
人

の
割
合
で
脳
炎
を
発
症
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

風
し
ん
と
は

風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
急
性
の

発
疹
性
感
染
症
で
、
飛
ま
つ

感
染
で
感
染
が
拡
が
り
ま

す
。
感
染
す
る
と
、
約
２

～
３
週
間
後
に
発
熱
や
発

疹
、
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
な
ど

の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
子
ど

も
で
は
比
較
的
症
状
が
軽
い

の
で
す
が
、
２
０
０
０
～

５
０
０
０
人
に
１
人
の
割
合

で
、
脳
炎
や
血
小
板
減
少
性

紫
斑
病
な
ど
の
合
併
症
が
発

生
し
ま
す
。

ま
た
、
妊
娠
早
期
の
妊
婦

が
風
し
ん
に
か
か
る
と
、
生

ま
れ
て
く
る
児
が
先
天
性
風

し
ん
症
候
群
（
眼
や
耳
、
心

臓
に
障
害
が
出
る
こ
と
）
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

注
意
が
必
要
で
す
。

最
近
の
流
行
状
況

麻
し
ん
は
、
平
成
19
・
20

年
に
10
～
20
代
を
中
心
に
大

流
行
し
ま
し
た
が
、
平
成
20

年
か
ら
中
高
生
に
２
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
勧
奨
し
た

こ
と
で
、
平
成
21
年
以
降
10

～
20
代
の
患
者
数
は
激
減

し
、
平
成
27
年
３
月
に
、
日

本
は
麻
し
ん
の
排
除
状
態
に

あ
る
こ
と
が
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
り

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
も
海
外
か
ら
帰

国
し
た
方
な
ど
の
感
染
が
年

間
２
０
０
～
３
０
０
件
発
生

し
て
お
り
、
近
年
増
加
し
て

い
ま
す
。

風
し
ん
は
、
予
防
接
種
の

勧
奨
や
風
し
ん
に
罹り

か
ん患

し
た

妊
婦
へ
の
対
応
な
ど
に
よ

り
、
一
時
流
行
が
抑
制
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
23
年

か
ら
海
外
か
ら
帰
国
し
た
方

の
感
染
が
増
え
、
平
成
25
年

に
は
約
１
万
５
０
０
０
件

の
感
染
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
は
年
間
で

１
０
０
件
前
後
と
落
ち
着
い

た
も
の
の
、
平
成
30
年
７
月

頃
か
ら
、
関
東
地
方
の
成
人

男
性
を
中
心
に
再
び
感
染
の

報
告
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

予
防
接
種
に
つ
い
て

麻
し
ん
・
風
し
ん
は
、
予

防
接
種
（
麻
し
ん
・
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン
）
が
最
も
有

効
な
予
防
法
で
す
。
特
に
、

麻
し
ん
は
空
気
感
染
も
す
る

た
め
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク
の

み
で
は
予
防
で
き
ま
せ
ん
。

厚
真
町
で
は
、
独
自
で
定

め
る
対
象
の
方
へ
の
予
防
接

種
の
費
用
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
以
下
を
参
考
に
、
対

象
の
方
は
お
早
め
に
接
種
し

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
対
象
外

の
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
各

医
療
機
関
で
接
種
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

1
国
が
定
め
る
対
象
者（

平
成
31
年
度
）

自
己
負
担
：
無
料

①�

満
１
歳
の
お
子
さ
ん
▼
１
歳
に
な
っ

た
日
か
ら
２
歳
に
な
る
前
の
日
ま
で

の
間
に
接
種

②�

年
長
の
お
子
さ
ん（
平
成
25
年
４
月

２
日
～
平
成
26
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）▼
平
成
31
年
度
中
に
接
種

③�

昭
和
47
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
の
う
ち
、
抗

体
検
査
を
受
け
、
風
し
ん
の
抗
体
が

な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
方
▼
５
月

中
に
個
別
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送
し

ま
す
の
で
、
詳
細
は
同
封
の
案
内
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

2
町
独
自
の
対
象
者

自
己
負
担
：
２
０
０
０
円

※
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
の
場
合
は

９
５
０
円

①�

妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
し
て
い
る

女
性
（
50
歳
未
満
）

②�

妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者
ま
た

は
パ
ー
ト
ナ
ー（
1
の
③
に
該
当
す

る
場
合
は
、
1
の
制
度
が
優
先
）

③�

昭
和
54
年
４
月
２
日
～
平
成
２
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
男
性

※
過
去
に
風
し
ん
に
罹
患
し
た
方
、
風

し
ん
の
予
防
接
種
を
接
種
し
た
こ
と
が

あ
る
方
は
除
き
ま
す
。

麻しん・風しんは、人から人にうつる感染症の１つです。どち
らも感染力が強く、最近患者数が増加しているので、正しい知識
を持ち、感染の流行を防ぎましょう。

風
し
ん
・
麻
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
象
者
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保健の掲示板 ５月

あつまクリニック　☎ 27‒2422
京町15（受付時間　9時～11時30分、14時～16時30分)

町民福祉課 健康推進グループ　☎ 26‒7871
京町165‒1（総合ケアセンターゆくり内）
（受付時間　9時～11時30分、14時～16時30分）

問い合わせ
予約・受付

◉ 随時受け付けている予防接種

◉ 予約が必要な予防接種

健診・相談

予防接種

ＢＣＧ
対 象 生後５カ月～１歳未満
予 約 先 あつまクリニック※１週間前までに予約してください

Ｂ型肝炎
対 象 生後２カ月～１歳未満
標準的な
接種時期

(初回)27日以上あけて２回
（追加）１回目終了後から20～24週あけて１回

ヒブ
対 象 生後２～60カ月未満
標準的な
接種時期

（初回） 生後２～７カ月（27日以上あけて３回）
（追加）生後７～13カ月あけて１回

小児肺炎球菌
対 象 生後２～60カ月未満
標準的な
接種時期

（初回） 生後２～７カ月（27日以上あけて３回）
（追加） 生後12～15カ月（初回後60日以上あけて１回）

四種混合（ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ）
対 象 生後３～90カ月未満
標準的な
接種時期

（初回） 生後３～12カ月に20～56日あけて３回
（追加）初回後12～18カ月あけて１回

日本脳炎

対 象
３～９歳
※特例で20歳未満まで接種ができます。詳しくは
町保健師にお問い合わせください。

標準的な
接種時期

（１期初回）３歳：６～28日あけて２回
（１期追加）４歳：  １期初回終了後約１年あけて１回
（２　　期）９歳：１回

水痘（水ぼうそう）
対 象 生後12～36カ月未満※すでに罹患済みの場合は対象外
標準的な
接種時期

(初回)生後12～15カ月未満に１回
(追加)初回後６～12カ月後に１回

ＭＲ混合（麻しん・風しん）

対 象
①生後12～24カ月までのお子さん
② 平成25年４月２日～平成26年４月１日生まれの
お子さん（小学校就学前の１年間）

おたふくかぜ（任意）

対 象
１～３歳未満
※任意の予防接種ですが町独自の助成により無料
※すでに罹患済みの場合は対象外

予 約 先 あつまクリニック

小児マヒ(ポリオ)

対 象
生後３～90カ月未満
※生ポリオワクチン(２回)および四種混合ワクチ
ンをすでに受けている場合は不要

標 準 的 な
接 種 時 期

（初回）生後３～12カ月に３回
（追加）初回後12～18カ月後に１回

予 約 先 町民福祉課健康推進グループ※１週間前までに予約してください

乳児健診

対 象
①平成30年11月14日～平成31年１月15日生ま
れ（生後３～６カ月）のお子さんと保護者
②平成30年５月14日～平成30年７月15日生ま
れ（生後９～12カ月）のお子さんと保護者

と き ５月15日（水）
と こ ろ 総合ケアセンターゆくり
持 ち 物 母子健康手帳、バスタオル、アンケート、歯ブラシ（②のみ）

献　血
と き ５月29日（水）

と こ ろ
総合ケアセンターゆくり
（9時30分～11時45分、13時15分～14時45分）
厚南会館（15時30分～16時30分）

１歳６カ月児健診・３歳児健診

対 象
１歳６カ月…平成29年７月24日～平成29年11
月22日生まれのお子さんと保護者
３歳…平成28年１月17日～５月22日生まれの
お子さんと保護者

と き ５月22日（水）
と こ ろ 総合ケアセンターゆくり
受 け 付 け 個別にご案内します。

持 ち 物 母子健康手帳、歯の健康ノート、アンケート、歯ブラシ、早朝尿（３歳児のみ）

予防接種について
＜共通事項＞ 接種場所

接種できる日 受　付

持ち物
あつまクリニック毎週 月・水・金 曜日
町民福祉課健康推進グループ（接種当日）

印鑑、母子健康手帳

保健所の相談・検査をご利用ください　問い合わせ　苫小牧保健所　☎ 0144－34－4168

厚真子育て支援センター　☎27－2438
京町152（こども園つみきに併設）

厚南子育て支援センター　☎28－3155
上厚真258－7（宮の森こども園に併設）

問い合わせ・予約・相談

５月のよてい
子育て支援センター

自由開放
９時～11時30分、13時～14時
（月曜～金曜日）

子育て相談
14時～16時（火曜・木曜日）
※事前の連絡をお願いします。

サークル活動
14時～16時（月曜・水曜・金曜日）
※予約制です。詳しくは各支援センターにお問い合わせください。

子育て講座
お子さまにも安心♡虫よけアロマスプレー作り
赤ちゃんから使える虫よけスプレーです。
作りながらすてきな香りで癒されてみませんか？
日　時：５月28日（火）　10時～
場　所：厚真子育て支援センター
参加費：500円（材料費）
定　員：先着10組
※申し込みはお早目に厚真子育て支援センターへ

子育て講座
子育て・育児に役立つ風呂敷講座

物を包むだけではもったいない！風呂敷は便利
な子育てグッズになります！「ちょっとの工夫
とアイディア」で子育てが楽しくなる講座です。
日　時：５月７日（火）　10時30分～
場　所：厚南子育て支援センター
内　容： 風呂敷を使った子育てグッズ講習(簡易

ベビースリング、チェアベルトなど）
持ち物：風呂敷（お持ちの方）
定　員：先着10組
※申し込みはお早目に厚南子育て支援センターへ

森ガール  フォトジェニック森さんぽ
～森で子どものすてき写真を撮ろう～

日　時：５月24日（金）　９時30分～12時
場　所： 環境保全林（豊沢フォーラムビレッジ奥）

※雨天時は厚南児童会館 
内　容： 子どものすてきな写真を撮るコツを学びなが

ら森さんぽ、たき火お茶会(たき火で炙る美
味しいおやつでおしゃべり）

※申し込みは５月15日(水)までに各子育て支援センタ
　ーへ
※ 詳細は、各子育て支援センターで後日配布するパン
フレットをご確認ください

Helloえいご・えいごであそぼう　10時～10時30分

各センターで毎月２回程度、ＡＬＴの先生と遊び
を通して英語に触れる事ができます。興味のある方
は各センターにお問い合わせください。

子育て支援センターには、赤ちゃん用体重計、子育て
の情報コーナーがあります。ぜひお立ち寄りください。

診療科目 内科・小児科
住　　所 苫小牧市旭町2‒9‒2
電　　話 0144－32－0099 

診療時間
平 日 19時～翌朝7時
土 曜 日 14時～翌朝7時
休 日 ９時～翌朝7時

日程 区分 病　　院　　名 住　所（苫小牧市） 電話(0144)
３日

（金祝）
内科系 苫小牧病院 光洋町３－16－４ ７２－１２０１
外科系 みらい整形ペインクリニック 北栄町１－22－43 ５３－７１００

４日
（土祝）

内科系 柴田内科循環器科 桜木町１－２４－１８ ７１－２２２５
外科系 苫小牧泌尿器科・循環器内科 明野新町２－１－12 ５７－０４５５

５日
（日）

内科系 いちむら小児科医院 ときわ町５－１８－５ ６７－１１１１
外科系 とまこまい脳神経外科 光洋町１－12－20 ７５－５１１１

６日
（月祝）

内科系 たくしん小児科 拓勇西町３－１－１ ５３－７７８８
外科系 光洋いきいきクリニック 光洋町１－16－16 ７１－２７００

12日
（日）

内科系 桜木ファミリークリニック 桜木町２－25－１ ７１－２３５１
外科系 同樹会苫小牧病院 新中野町３－９－10 ３６－１２２１

19日
（日）

内科系 とまこまいこどもクリニック 住吉町１－２－８ ３３－１０５０
外科系 苫小牧日翔病院 矢代町２－９－13 ７２－７０００

26日
（日）

内科系 横山内科消化器科 川沿町４－１－２ ７４－００１１
外科系 ハート整形ペインクリニック 三光町２－５－３ ３８－７０００

５月の日曜・祝日当番医　診療時間：９時~17時 苫小牧市夜間休日急病センター

北海道救急医療・広域災害情報システム

夜間・休日・年末年始は急病センタ
ーも診察を受け付けています。

近くの医療機関などが検索できます
http://www.qq.pref.hokkaido.jp
☎0120－20－8699
☎011－221－8699(携帯·PHSから)

相談・検査の名称 内　容 日　程 受付・予約
医療相談 保健・医療・福祉などの相談 毎週 月~金※祝日除く 随時受付
女性の健康相談 妊娠、出産、子育てなど女性の心身の相談 ５月20日 月

予約：苫小牧保健所
☎0144‒34‒4168

こころの健康相談 こころの病気・思春期の不適応などの相談 ５月20日 月
肝炎ウィルス検査 感染が疑われる方は無料（要事前確認） ５月７日 火
骨髄バンク登録 登録の基準があります ５月７日 火、21日 火
HTLV-1抗体検査 検査日の２日前までに予約してください ５月21日 火
HIV検査（エイズ相談） 無料、匿名検査（要事前確認） ５月７日 火、８日 水、21日 火 予約：エイズ専用電話

☎0144‒35‒7474
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パ
ソ
コ
ン
講
習

５
月
は
初
級
者
向
け
３
コ
ー
ス

（
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
検
索
と
メ
ー
ル
、ワ
ー

ド
２
０
１
９
で
作
る
文
書
初
級
）

を
実
施
予
定
で
す
。

■
講
習
の
日
程
・
受
講
料
な
ど

詳
し
く
は
苫
小
牧
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

苫
小
牧
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
４
４
－
５
５
－

６
６
２
２
、
Hhttp://w

w
w

.
tom

akom
ai.ac.jp/

）

確
定
申
告
の
内
容
が�

間
違
っ
て
い
た
と
き
は

提
出
し
た
確
定
申
告
書
に
計
算

誤
り
や
申
告
漏
れ
な
ど
申
告
内
容

に
誤
り
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た

方
や
、
確
定
申
告
書
の
提
出
を
忘

れ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
も

う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ

と
に
気
付
い
た
と
き
は
、「
更
正

の
請
求
書
」
を
提
出
し
て
正
し
い

税
額
へ
の
訂
正
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

税
額
を
少
な
く
申
告
し
た
こ
と

に
気
付
い
た
と
き
は
、「
修
正
申

告
書
」
を
提
出
し
て
正
し
い
税
額

に
修
正
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
確
定
申
告
書
の
提
出
を

忘
れ
て
い
た
場
合
は
、
速
や
か
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
苫
小
牧
税
務
署
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

苫
小
牧
税
務
署
（
☎
０
１
４
４

－
３
２
－
３
１
６
５
）

消
費
税
の
軽
減
税
率
に�

関
す
る
説
明
会

事
業
者
を
対
象
に
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
説
明
内
容

①
軽
減
税
率
制
度(

対
象
品

目
・
帳
簿
お
よ
び
請
求
書
等
の
記

載
方
法
な
ど)

の
概
要

②
適
格
請
求
書
等
保
存
方
法

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
概
要

③
軽
減
税
率
制
度
に
対
応
す
る

た
め
の
中
小
事
業
者
へ
の
支
援
措

置
に
つ
い
て

■
日
時

５
月
29
日
（
水
）

１
回
目　
10
時
～
11
時

２
回
目　
14
時
～
15
時

■
場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
定
員

各
80
人

■
申
し
込
み

５
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
、
苫

小
牧
税
務
署
へ
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
が
な
い
場
合
で
も
、
当

日
の
来
場
は
可
能
で
す
が
、
会
場

の
収
容
人
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
満
席
の
際
に
は
入
場
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

苫
小
牧
税
務
署　
法
人
課
税
第

１
部
門
（
☎
０
１
４
４
－
３
２
－

３
２
８
１
）

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
31
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
健
康
保
険
料
率
は
10
・

３
１
％
（
プ
ラ
ス
０・
０
６
ポ
イ

ン
ト
）、
介
護
保
険
料
率
は
１
・

７
３
％
（
プ
ラ
ス
０・
１
６
ポ
イ

ン
ト
）
と
な
り
ま
す
。
健
康
保
険

料
お
よ
び
介
護
保
険
料
率
の
引
き

上
げ
に
関
し
ま
し
て
、
何
卒
ご
理

解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支

部
で
は
年
度
内
に
１
回
、
加
入
者

の
皆
さ
ま
の
健
診
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

35
～
74
歳
の
被
保
険
者
（
ご
本

人
）
さ
ま
へ
は
、
が
ん
検
診
を
含

め
た
充
実
し
た
健
診
項
目
の
「
生

活
習
慣
病
予
防
健
診
」
を
、
40
～

74
歳
の
被
扶
養
者
（
ご
家
族
）
さ

ま
へ
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
「
特
定
健
康

診
査
」
と
二
つ
の
健
診
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
年
に

１
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
北
海
道
支
部　
☎
０
１
１

－
７
２
６
－
０
３
５
２
（
代
表
）

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
　
　

会
員
募
集

町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
で
は
、

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
年
会
費

１
人　
２
千
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局　

本
郷　

沼
田
和
男
（
☎
２
７
―

２
２
０
３
）

一
部
窓
口
業
務
の
臨
時
開
庁

一
部
の
窓
口
業
務
を
臨
時
開
庁

し
ま
す
。

■
開
庁
日
時

５
月
２
日
（
木
）

８
時
30
分
～
17
時
30
分

■
開
庁
窓
口

①
総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ
（
役

場
庁
舎
別
館
プ
レ
ハ
ブ
）
…
税
関

係
の
証
明
書
、
り
災
証
明
書
の
交

付
②
町
民
福
祉
課
町
民
生
活
グ

ル
ー
プ
（
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ゆ

く
り
）
…
戸
籍
・
住
民
基
本
台
帳

に
関
す
る
諸
証
明
の
交
付
、
旅
券

の
交
付
・
申
請
受
付

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ
（
☎

２
７
―
２
４
８
１
）、
町
民
福
祉

課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ
（
☎
２
６

―
７
８
７
１
）
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自 衛 官 等 募 集

一般曹候補生
〇応募資格
18歳以上33歳未満の者（ただし、32歳の方は苫小牧出
張所にご連絡ください）
〇受付期間　５月１5日（水）まで（締切日必着）
〇試験日程　�５月25日(土)
【試験科目】国語・数学・英語・作文・適正検査

一般幹部候補生
〇応募資格
・�大卒程度試験▷平成32年４月１日現在22歳以上26歳
未満の者（20歳以上22歳未満の者は大卒（見込含）、修
士課程修了者等（見込含)は28歳未満の者）
・�院卒者試験▷平成31年４月１日現在20歳以上28歳未
満の修士課程修了者等（見込含む）
〇受付期間　５月１日(水)まで（締切日必着）
〇試験日程
・�第１次試験▷筆記試験５月11日(土)、筆記式操縦適性
検査(飛行要員希望者のみ)５月13日(日)
・�第２次試験▷６月11日(火)~14日(金）の指定する日�
【試験科目】小論文・口述試験・身体検査

問い合わせ 自衛隊札幌地方協力本部�苫小牧出張所
☎0144－32－3725

５月の運転免許証更新時講習の日程

苫小牧市交通安全センターで行っている運転免
許証更新時講習（優良）の日程をお知らせします。
このほかの講習日程（一般、違反、初回）につ
いては、下記までお問い合わせください。

10時30分～11時
７日（火）、８日（水）、10日（金）
15日（水）、17日（金）、20日（月）、
23日（水）、24日（金）、28日（火）、
30日（木）、31日（金）

13時30分～14時 ９日（木）、16日（木）
15時30分～16時 14日（火）、27日（月）

�問い合わせ
（一社）苫小牧地区交通安全協会　☎0144-33-1458

マチの善意

お詫びと訂正
広報あつま３月号中に誤りがありました。

訂正してお詫びいたします。
■４ページ（人的被害の内訳）
【 誤 】桜丘２
【 正 】桜丘１　朝日２

イベントカレンダー ５月
ち毎週日曜▷ちびっこデー
小学生はサービス券2枚

㋛毎週月曜▷シルバーデー
65歳以上はあつまるカードポイ
ント３倍

㋱毎週火曜▷メンズデー
男性はサービス券2枚

㋹毎週木曜▷レディースデー
女性はサービス券2枚

⃝町最終金曜▷町民の日
誕生月の町民の方はレストラン
利用で入浴無料
⃝フ最終日曜▷ファミリーデー
お子さま連れのご家族は入浴と
食事がセットでお得

・2と6のつく日はポイント3倍デー
あつまるカードポイント３倍

・毎月26日は風呂の日
あつまるカードポイント3倍、サ
ービス券2枚
�毎週月曜・火曜（祝日除く）▷ビ
ールが半額
��毎週木曜・最終日曜▷ソフトクリ
ーム半額

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４

㋹�
３倍

5 6 7 8 9 10 11
ち ㋛

３倍
㋱ � ㋹�

12 13 14 15 16 17 18
ち
３倍

㋛ ㋱ ㋹�
３倍

19 20 21 22 23 24 25
ち ㋛

３倍
㋱ ３倍 ㋹�

26 27 28 29 30 31
㋫�
風呂

㋛ ㋱ ㋹� ⃝町

問い合わせ　こぶしの湯あつま　☎26-7126

お風呂と夜ご飯のセットプラン
1,200円

無料送迎バス

※ゴールデンウィークを除く
※食事はレストランこぶしの人
気メニュー６種から1つ選択
〔利用時間〕毎日17時～20時
※４月22日（月）からは土曜・日
曜・祝日のみ17時～20時30分
※ラストオーダーは30分前

10～28名さまのご来館の際にご
利用いただけます(要事前予約）。

問い合わせ　まちづくり推進課企画調整グループ
（☎27-3179）

ハッシュタグ#atsumaloversをつけてインスタグラム
またはフェイスブックに投稿してください。

明日の厚真への“愛”ことば
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問い合わせ窓口
〔ゆ〕…総合ケアセンターゆくり内　〔福〕…総合福祉センター　〔プ〕…役場庁舎別館前プレハブ
〔青〕…青少年センター内　〔か〕…旧かしわ保育園内

問い合わせ内容 担 当 部 署 電 話 番 号
防災対策 総務課研修防災グループ ２７－２３２２
被災された方の相談窓口 総務課災害復興グループ

２７－２４８１義援金 総務課財政グループ
り災証明・被災証明 総務課税務グループ〔プ〕
社会福祉・生活再建 町民福祉課福祉グループ〔ゆ〕 ２６－７８７２子育て 町民福祉課子育て支援グループ〔ゆ〕
高齢者福祉 地域包括支援センター〔か〕

（厚真町社会福祉協議会内） ２９－７４０７
災害廃棄物 町民福祉課災害廃棄物グループ〔福〕 080－2873－0489
戸籍、住民登録、墓地、
国民健康保険、ごみ 町民福祉課町民生活グループ〔ゆ〕

２６－７８７１
健康相談 町民福祉課健康推進グループ〔ゆ〕
広報広聴、地域公共交通 まちづくり推進課企画調整グループ

２７－３１７９あつま災害エフエム
町有地分譲地管理 まちづくり推進課総合戦略グループ
農林業 産業経済課農業グループ、林業グループ ２７－２４１９
商工業、観光、水産 産業経済課経済グループ ２７－２４８６
道路、河川 建設課土木グループ ２７－２４５１
住宅 建設課建築住宅グループ ２７－２３２５
上下水道 建設課上下水道グループ ２７－２３２６
学校 教育委員会生涯学習課学校教育グループ〔青〕 ２７－２４９４
社会教育、図書室 教育委員会生涯学習課社会教育グループ〔青〕 ２７－２４９５
消防 胆振東部消防組合厚真支署 ２６－７１１９
ボランティア要請 厚真町災害ボランティアセンター〔か〕 090－8049－9396
ボランティア募集 厚真町災害ボランティアセンター〔か〕 090－7647－6583

@atsuma

無料コミュニケーションアプリ「Ｌ
ラ イ ン
ＩＮＥ」で

災害時の緊急情報、支援情報、町政情報
などを配信しています。
※ＬIＮＥアプリから友だち追加してください

•ＩDで追加

•QRコードで追加

facebook  < フェイスブック >

町ホームページ

お知らせやイベント情報を
発信しています！

厚真町の今やあなたの想いを
投稿してください！

https://www.facebook.com/atsumatownhokkaido

http://www.town.atsuma.lg.jp/

https://www.instagram.com/atsumalovers/

Instagram  < インスタグラム >

町の情報を発信中

あつま災害エフエム
周波数

放送時間
（各15分程度）

 ８時
12時
18時


	広報あつま2019.4月号_01.pdf
	広報あつま2019.4月号_02-07
	広報あつま2019.4月号_02-03.pdf
	広報あつま2019.4月号_04-05
	広報あつま2019.4月号_06-07

	広報あつま2019.4月号_08-09
	広報あつま2019.4月号_10-11
	広報あつま2019.4月号_12-19
	広報あつま2019.4月号_20-21
	広報あつま2019.4月号_22-23
	広報あつま2019.4月号_24-25
	広報あつま2019.4月号_26-27
	広報あつま2019.4月号_28-29
	広報あつま2019.4月号_30-31
	広報あつま2019.4月号_32

